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自然劇場

　４月 23 日、木島平小学校にて交通安全
教室が行われ、３年生から６年生の児童は、
自転車の正しい乗り方やルールを学び、事
故を防ぐための知識やスキルを習得しまし
た。

交通安全教室

令和７年は村制施行 70 周年
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■生態
・昼夜を問わず活動する。
・特に、朝夕の薄暗い時間帯によく活動する。
・雑食性だが、植物食への依存度が高い。

　クマによる被害が県内で発生しており、北信地域に「ツキノワグマ出没注
意報」が発令されています。クマの生態や対策方法を正しく知り、人身被害
を未然に防ぎましょう。　　　　　　　　　　　　　【農林係　内線１３２】

ツキノワグマの被害を
防ぐために

　ツキノワグマは、春になると冬眠から目覚め、エサとなる山菜などを求めて山
中を動き回ります。村内でも、例年４月以降にクマの目撃情報が役場に寄せられ
ます。登山やキャンプ、山菜採りなど山林内に立ち入る際は、クマとの偶発的な
遭遇を避けるため、注意が必要です。また、空き家や普段出入りしない家屋に侵
入することがあるため、戸締りを徹底しましょう。
　村内でのクマの目撃情報は、緊急
屋外放送のほかに、村公式ＬＩＮＥ
でも速報をお知らせしています。ま
だ登録されていない方は、下のＱＲ
コードから友だち追加してください。

ツキノワグマの基礎知識

■特徴
　体長 110 ～ 140cm
　　　（鼻先から尾）
　体重 40 ～ 120㎏

■１年の生活
　５～  ７月頃　繁殖期
　９～ 11 月頃　飽食期
　11 ～ ３月頃　冬眠

冬眠明けのクマに注意

■痕跡

後ろ足前足

４   ５  ６   ７  ８   ９  10  11  12   １  ２  ３( 月 )

( 件 )

クマの出没情報は

村公式 LINE から▶

▲過去３年間の村内での目撃件数

自然劇場

議会だより
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　　 避難する
　もし近くに建物や車があり、クマがこ
ちらに気付いていないようならすぐに屋
内等へ避難してください。

　　 ゆっくり後退り
　避難先がない時は、慌てず落ち着いてゆっくり確実
にクマと距離をとりましょう。背中を向けたり、走っ
て逃げたりすると追いかけられることがあります。

　　 クマ撃退スプレーを使う
　襲われそうになったら撃退スプレーを噴射
し、クマを退けます。あくまで最終手段です。

　　慌てる
　クマの状況をしっかり判断するためには、まず慌て
ないことが大事です。

　　大声などでパニックにさせる
　クマの目の前で大声を出すなど、驚か
す行為は、至近距離ではクマがパニック
になり、目の前の人をどかしてでも逃げたく
なり事故につながる可能性があり危険です。

　　食べ物が入った荷物を置く・投げる
　人間を脅かせば食べ物が手に入るとクマが学習して
しまうため、お弁当など食べ物が入ったカバンやリュ
ックなどを置くのは絶対にやめましょう。

　もし、目の前にクマが現れた場合には、クマとの距離にもよりますが、
向かってくる状況であれば、太い血管のある首を押さえてうつぶせに
なって防御することが推奨されています。

覚えておきたい防御姿勢

■人の居住地域での対策
　家庭の食品生ごみや畑の廃棄野菜など
は、クマを誘引します。放置せず、掘り返されないよ
うに土中に深く埋めるなどしましょう。

■集落周辺の環境整備
　集落周辺に茂みがあるとクマは身を隠
すことができるため侵入しやすくなりま
す。茂みを取り除いて見通しを良くしましょう。

クマを里山に近づけないために

　朝夕はクマが活発に活動します。この時間帯
に山中に入ることは避けましょう。また、1 人
ではなく複数人で行動しましょう。

朝夕の行動は避け、複数人で行動する

　釣りやキャンプで渓流沿いを移動する場合
は、水の音でクマも人もお互いに気付かず、思
わぬ距離まで接近してしまうことがありますの
で注意が必要です。

周囲の確認をする

　山中はクマの生息地で、どこにいてもおかし
くありません。クマの足跡や糞などを見つけた
ら、それ以上近づかずに引き返しましょう。

クマのいる場所に近づかない

　クマは聴覚や嗅覚が人より優れています。人
の気配を感じたクマは自ら避けてくれます。笛、
ラジオ、クマ避け鈴など音の出る物を携行しま
しょう。

笛、ラジオ、鈴を携帯する

クマに遭遇しないために

もしも出合ってしまったら
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村
内
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の

　
　
　
　
　
　

宿
泊
費
用
を
補
助

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
お
よ
び
合
宿
誘
致
に
よ

る
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
実
施
団
体
に
対
し
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

◉
補
助
対
象

次
の
項
目
を
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と

・
学
校
の
児
童
や
生
徒
、
学
生
で
構
成
さ

　

れ
た
団
体
で
あ
る

・
村
内
の
宿
泊
施
設
を
利
用
す
る

・
５
月
～
11
月
の
期
間
で
実
施
す
る
合
宿

　

で
あ
る

◉
補
助
金
額

　

１
人
１
泊
あ
た
り
５
０
０
円

　
（
１
団
体
に
つ
き
上
限
20
万
円
）

【
例
】
20
人
で
４
泊
５
日
の
合
宿
の
場
合

　
　

 

20
人
×
４
泊
×
５
０
０
円
＝
４
万
円

◉
留
意
事
項

・
合
宿
開
始
前
に
申
請
す
る
こ
と

・
５
人
以
上
で
２
泊
以
上
の
連
続
し
た
宿

　

泊
で
あ
る
こ
と

・
大
会
前
日
お
よ
び
期
間
中
の
宿
泊
は
補

　

助
対
象
外
と
す
る

・
１
団
体
に
つ
き
年
度
中
申
請
上
限
１
回

　

と
す
る

　

詳
し
く
は
、
村
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。【

商
工
観
光
係　

内
線
１
３
４
】

◀
村
公
式
ウ
ェ
ブ

　

サ
イ
ト

  

最
長
９
年
間

　

賃
貸
住
宅
の
家
賃
を
一
部
補
助

　

村
で
は
、
若
年
層
の
移
住
定
住
支
援
の

た
め
、
賃
貸
住
宅
の
家
賃
を
一
部
補
助
し

ま
す
。
ま
た
、
よ
り
一
層
子
育
て
世
帯
を

支
援
す
る
た
め
、
令
和
７
年
度
か
ら
補
助

金
の
対
象
範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た
。

◉
対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
40
歳
以
下
の
方

・
18
歳
以
下
の
者
と
同
居
し
て
い
る
方

◉
交
付
要
件

・
月
額
４
万
円
を
超
え
る
家
賃
契
約
を
し

　

て
い
る
こ
と

・
村
内
の
賃
貸
住
宅
に
居
住
し
、
村
に
住

　

民
登
録
を
し
て
い
る
こ
と　

な
ど

◉
補
助
額

・
月
額
４
万
円
を
超
え
る
家
賃
分

　
（
上
限
１
万
円
）

※
勤
務
先
な
ど
か
ら
住
宅
手
当
が
支
給
さ

　

れ
て
い
る
場
合
、
支
給
分
を
契
約
家
賃

　

か
ら
控
除
し
ま
す
。

◉
交
付
期
間

　

交
付
決
定
の
日
か
ら
最
長
９
年
間

※
交
付
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合
、

　

そ
の
時
点
で
終
了
で
す
。

※
補
助
金
の
交
付
は
年
４
回
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
農
村
整
備
係
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。【

農
村
整
備
係　

内
線
１
５
２
】

  

最
大
１
６
０
０
万
円

　

民
間
賃
貸
住
宅
建
設
費
を
補
助

　

村
内
の
住
環
境
向
上
と
、
移
住
定
住
の

促
進
を
図
る
た
め
、
村
内
に
建
設
す
る
賃

貸
住
宅
の
工
事
費
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
か
ら
補
助
金
の
額
を
増
額

し
ま
し
た
。

◉
対
象
住
宅

・
１
戸
あ
た
り
の
専
用
部
分
の
床
面
積
が

　

25
㎡
以
上
の
も
の

・
１
戸
あ
た
り
、
１
台
以
上
の
駐
車
場
を

　

確
保
す
る
も
の

・
新
築
で
あ
る
も
の　

な
ど

◉
交
付
要
件

・
４
戸
以
上
の
賃
貸
住
宅
で
あ
る
こ
と

・
事
業
完
了
か
ら
10
年
は
賃
貸
住
宅
と
し

　

て
使
用
す
る
こ
と

・
村
内
に
住
所
を
登
録
す
る
も
の
が
入
居

　

す
る
こ
と　

な
ど

◉
補
助
額

○
村
内
業
者
が
施
工
す
る
場
合

　

専
用
面
積
の
合
計
に
１
㎡
あ
た
り
７
万

円
を
か
け
た
額
（
上
限
１
千
６
０
０
万
円
）

○
村
外
業
者
が
施
工
す
る
場
合

　

専
用
面
積
の
合
計
に
１
㎡
あ
た
り
４
万

円
を
か
け
た
額
（
上
限
８
０
０
万
円
）

※
申
請
は
、
事
業
に
着
手
す
る
前
に
必
ず

　

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
農
村
整
備
係　

内
線
１
５
２
】

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
手
続
き
は

 　
　

事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す

　

村
で
は
、
窓
口
の
混
雑
を
緩
和
す
る
た

め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
わ
る
手

続
き
を
予
約
制
と
し
て
い
ま
す
。

◉
予
約
が
必
要
な
手
続
き

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
、
受
取

　

り
、
紛
失

・
電
子
証
明
書
の
発
行
、
更
新

・
暗
証
番
号
の
変
更
、
再
設
定

◉
予
約
方
法

　

生
活
環
境
係
ま
で
電
話
に
て
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

電
話
受
付
時
間

　

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◉
予
約
可
能
時
間

　

平
日
午
後
１
時
～
午
後
４
時
45
分

　
（
１
人
に
つ
き
15
分
）

※
予
約
の
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

予
約
を
せ
ず
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
場

　

合
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
２
】



令和８年４月採用

　木島平村職員採用候補者の採用試験を行います。
詳細は、村公式ウェブサイトをご覧ください。

【総務係　内線１０８】

区分 生年月日 資格要件など 採用予定
人員

行政事務
（上級）

平成７年４月２日
以降に生まれた人

・学校教育法による大学を卒業した人または令和８
　年３月卒業見込みの人
・採用後に木島平村に住民登録し居住する人。
　ただし、住宅の確保が難しいと認められる場合は
　この限りでない。

若干名

社会福祉士
（上級）

昭和 55 年４月２日
以降に生まれた人

・学校教育法による大学を卒業した人または令和８
　年３月卒業見込みの人
・社会福祉士の資格を有する人又は令和８年３月ま
　でに取得見込みの人

若干名

木島平村
職員採用試験

受付期間　　月　   日㈫まで

第１次試験　　月　    日㈰

５ 27
６ 15

大学卒業
程度

区分 生年月日 資格要件など 採用予定
人員

社会福祉士
（中級）

昭和 55 年４月２日
以降に生まれた人

・学校教育法による短大を卒業した人
・社会福祉士の資格を有する人

若干名

保育士
（中級）

平成 11 年４月２日
以降に生まれた人

・保育士の資格を有する人または令和８年３月まで
　に取得見込みの人 若干名

短大卒業
程度

区分 生年月日 資格要件など 採用予定
人員

行政事務
（初級）

昭和 60 年４月２
日から平成 10 年
４月１日までに生
まれた人

・民間企業等において職務経験が５年程度以上ある人
・木島平村に住民登録し、村内に居住している人また
　は採用後に木島平村に住民登録し居住する人。
　ただし、住宅の確保が難しいと認められる場合はこ
　の限りでない。

若干名

高校卒業
程度

※社会人
　経験者

5

▲村公式ウェブ
　サイト
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軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
を

 

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

４
月
１
日
で
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
、
軽

自
動
車
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
へ
、
５

月
上
旬
に
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納

税
通
知
書
（
納
付
書
）
を
送
付
し
ま
し
た
。

◉
納
付
書
払
い
の
方

　

届
い
た
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
６
月
２

日
（
月
）
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
口
座
振
替
の
方

　

納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
指
定
口
座

か
ら
５
月
26
日
（
月
）
に
振
替
え
ま
す
。

◉
納
付
場
所

　

木
島
平
村
役
場　

な
が
の
農
協

　

八
十
二
銀
行　
　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

　

長
野
信
用
金
庫　

長
野
県
信
用
組
合

◉
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
が
ス
タ
ー
ト

　

全
国
の
軽
自
動
車
協
会
で
納
付
確
認
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
車
検
窓
口
で
の
納

税
証
明
書
の
提
示
が
原
則
不
要
と
な
っ
た

た
め
、
口
座
振
替
で
納
付
し
た
方
へ
送
っ

て
い
た
納
税
証
明
書
の
送
付
を
令
和
６
年

度
よ
り
廃
止
し
ま
し
た
。

　

納
付
し
て
す
ぐ
に
車
検
を
受
け
る
な
ど
、

納
税
証
明
書
の
提
示
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
役
場
窓
口
で
納
税
証

明
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は

申
請
く
だ
さ
い
。【

税
務
係　

内
線
１
１
１
】

 

自
動
車
税
（
種
別
割
）
を

 

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

令
和
７
年
度
自
動
車
税
種
別
割
の
納
期

限
は
６
月
２
日
（
月
）
で
す
。

　

長
野
県
で
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
長

野
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車

（
軽
自
動
車
を
除
く
）
の
所
有
者
（
割
賦

販
売
の
場
合
等
は
使
用
者
）
の
方
へ
、
５

月
上
旬
に
自
動
車
税
種
別
割
納
税
通
知
書

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
納
税
通
知
書
が

届
き
ま
し
た
ら
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

金
融
機
関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
県
税
事
務
所
窓
口
の
ほ
か
、

ス
マ
ホ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封
の
お

知
ら
せ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
「
長
野
県
税　

納
付
方
法
」

で
ご
検
索
く
だ
さ
い
。

◉
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
総
合
県
税
事
務
所
北
信
事
務
所

電
話
０
２
６
９
（
２
３
）
０
２
０
４
】

 

国
民
年
金
保
険
料
を

 
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
令
和
８
年
３
月
分

ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
万
７
５
１
０
円
で
す
。

◉
納
付
方
法

　

保
険
料
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
届
く
納

付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
や
コ

ン
ビ
ニ
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
便
利
で

お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

◉
お
早
目
の
納
付
を

　

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
督
促
を
受

け
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
し
な

い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
財
産
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

◉
納
付
が
困
難
な
と
き
は

　

経
済
的
に
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、「
保

険
料
免
除
制
度
」
や
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
納
付
猶
予
制
度
（
50
歳
未
満
）」、
ま
た

学
生
の
人
が
年
金
保
険
料
の
納
付
を
先
送

り
（
猶
予
）
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
生
活
環
境
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
２
】

  

戦
没
者
遺
族
の
皆
さ
ま

    

第
12
回
特
別
弔
慰
金
の
ご
案
内

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族（
子
、

孫
、
兄
弟
姉
妹
、
甥
・
姪
な
ど
）
で
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、
先
順

位
の
ご
遺
族
お
一
人
へ
特
別
弔
慰
金
を
支

給
し
ま
す
。

※
甥
・
姪
な
ど
の
場
合
は
、
戦
没
者
等
の

　

死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生

　

計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

◉
基
準
日

　

令
和
７
年
４
月
１
日

◉
支
給
内
容

　

額
面
27
万
５
千
円

　
（
５
年
償
還
の
記
名
国
債
）

◉
請
求
期
間

　

令
和
７
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　

令
和
10
年
３
月
31
日（
３
年
間
）

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
特
別
弔
慰
金
を

　

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

　

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

前
回
（
第
11
回
特
別
弔
慰
金
）
受
給
者

の
皆
さ
ま
に
は
、
６
月
以
降
に
案
内
を
郵

送
い
た
し
ま
す
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】
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特
定
医
療
費
受
給
者
証
更
新
の

　
　
　
　
　
　

出
張
受
付
を
中
止

　

従
来
の
健
康
保
険
証
は
、
令
和
６
年
12

月
２
日
以
降
新
た
に
発
行
さ
れ
な
く
な

り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

証
利
用
（
マ
イ
ナ
保
険
証
）
を
基
本
と
す

  
２
年
に
１
度

　
　
　

    

は
か
り
の
定
期
検
査
を

　

農
産
物
や
食
品
の
パ
ッ
ク
詰
め
、
学
校

等
に
お
い
て
体
重
を
測
定
す
る
は
か
り
な

ど
、取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」

は
２
年
に
１
度
、
定
期

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

◉
検
査
日
時

　

６
月
13
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午
ま
で

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時
ま
で

◉
場
所　

役
場　

除
雪
セ
ン
タ
ー
前

◉
持
ち
物

・
は
か
り

　
（
付
着
し
た
粉
や
水
分
、
ほ
こ
り
な
ど

　
　

を
落
と
し
た
状
態
の
も
の
）

・
定
期
検
査
手
数
料

◉
問
合
せ

　

県
計
量
検
定
所　

検
定
・
検
査
課

　

電
話
０
２
６
３
（
４
７
）
４
０
０
６

【
商
工
観
光
係　

内
線
１
３
４
】

  

広
報
き
じ
ま
平
４
月
号

　
　
　
　
　
　
　

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
き
じ
ま
平
４
月
号
７
ペ
ー
ジ
記
載

の
「
小
・
中
学
校
の
人
事
異
動
」
に
つ
き

ま
し
て
、
名
前
の
表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◉
木
島
平
小
学
校　

転
入

　
【
誤
】
教
諭　

三
井　

泰
幸

　
【
正
】
教
諭　

三
井　

康
幸

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
４
】

る
仕
組
み
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

◉
出
張
受
付
の
中
止

　

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行
に
伴
い
、
更

新
申
請
手
続
き
が
煩
雑
に
な
り
、
個
人
情

報
の
漏
洩
の
恐
れ
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
令
和
７
年
度
以
降
の
市
町
村
出

張
受
付
は
す
べ
て
中
止
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
更
新
手
続
き
方
法

　

受
給
者
証
の
更
新
申
請
手
続
き
は
、
北

信
保
健
所
へ
来
所
ま
た
は
郵
送
に
て
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ

　

北
信
保
健
所

　

電
話
０
２
６
９
（
６
２
）
６
３
１
１

  

戸
籍
に
フ
リ
ガ
ナ
が

　
　
　
　
　
　
　

記
載
さ
れ
ま
す

　

戸
籍
法
の
改
正
に
よ
り
、
戸
籍
の
記
載

事
項
に
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
が
追
加
さ
れ
ま

す
。

◉
フ
リ
ガ
ナ
の
確
認

　

村
で
は
、
フ
リ
ガ
ナ
を
正
し
く
記
載
す

る
た
め
、
村
に
本
籍
の
あ
る
方
へ
「
戸
籍

フ
リ
ガ
ナ
確
認
通
知
書
」
を
８
月
に
発
送

す
る
予
定
で
す
。
確
認
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
戸
籍
に
フ
リ
ガ
ナ
が
追
加
さ
れ

る
の
は
令
和
８
年
５
月
26
日
か
ら
で
す
。

　

詳
し
く
は
広
報
８
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
２
】

  

山
菜
採
り
で
の
遭
難
に
注
意
を

　

昨
年
、
県
内
で
は
、
山
菜
採
り
中
に
８

件
の
遭
難
が
発
生
し
、
死
者
３
人
を
含
む

８
人
が
遭
難
し
ま
し
た
。
山
菜
採
り
に
行

か
れ
る
際
は
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
入
山
場
所
と
予
定
を
家
族
な
ど
に
伝
え

　

ま
し
ょ
う
。

○
携
帯
電
話
を
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

○
ク
マ
な
ど
の
野
生
動
物
に
注
意
し
ま

　

し
ょ
う
。

○
急
斜
面
で
の
滑
落
に
注
意
し
ま
し
ょ

　

う
。

○
単
独
で
の
入
山
は
避
け
、
複
数
人
で
行

　

動
し
ま
し
ょ
う
。

◉
問
合
せ

　

警
察
本
部
山
岳
安
全
対
策
課

　

電
話
０
２
６
（
２
３
３
）
０
１
１
０

　

　もったいない情報とは、家庭で
不要になった日用品などを、村民
の方同士で譲り合いをしていただ
く仕組みです。

もったいない情報

・マージャンセット

・マメトラ（農機具）

　譲りたい、譲ってほしい品物が
ある方は、ご連絡ください。掲載
から３か月以上経過したものはふ
う太ネットでご確認ください。

【生活環境係　内線１２３】

譲ってください
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皆
さ
ん
に
選
挙
へ
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
選
挙
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
投
票
所
の
投
票
立
会
人
に
登

録
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

【
投
票
立
会
人
と
は
】

　

投
票
所
で
実
際
に
投
票
に
立
ち
会
う
こ

と
で
、
選
挙
が
公
正
確
実
に

行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
確

認
を
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

◉
資
格
・
条
件

　

村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
（
今
後

登
録
予
定
の
方
も
含
む
）、
18
歳
以
上
の
選

挙
権
の
あ
る
方
（
高
校
生
も
含
み
ま
す
）。

◉
立
会
時
間
（
国
・
県
の
選
挙
の
場
合
）

・
期
日
前
投
票
所

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

・
当
日
投
票
所

　

午
前
７
時
～
午
後
７
時

※
時
間
内
で
一
日
ま
た
は
半
日
単
位
を
目

　

安
に
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◉
報
酬　

・
期
日
前
投
票
所　

９
６
０
０
円
／
日

・
当
日
投
票
所　

１
万
９
０
０
円
／
日

※
こ
の
額
を
上
限
と
し
、
従
事
時
間
に
応

　

じ
た
額
を
支
給
し
ま
す
。

【
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

内
線
１
０
６
・
１
７
０
】

　
投
票
立
会
人
募
集

学
生
も
Ｏ
Ｋ

　

国
勢
調
査
は
、
国
内
に
住
む
す
べ
て
の

人
と
世
帯
を
対
象
と
し
て
、
５
年
に
１
度

行
わ
れ
る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で

す
。
人
口
・
世
帯
数
を
は
じ
め
、
性
別
や

年
齢
別
、
産
業
別
な
ど
の
人
口
構
造
や
世

帯
構
成
、
居
住
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
今

後
の
国
の
政
策
運
営
の
基
礎
資
料
と
す
る

も
の
で
す
。

　

村
で
は
、
こ
の
国
勢
調
査

の
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

◉
業
務
の
概
要

　

調
査
員
が
世
帯
か
ら
回
収
し
た
調
査
票

の
点
検
お
よ
び
審
査

※
事
前
に
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

◉
任
命
期
間

　

令
和
７
年
７
月
下
旬
～
11
月
下
旬

◉
募
集
要
件

・
責
任
を
も
っ
て
事
務
を
遂
行
で
き
る
方

・
村
内
に
住
む
25
歳
以
上
の
方

・
秘
密
の
保
護
に
関
し
信
頼
の
お
け
る
方

・
警
察
や
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
方

・
暴
力
団
員
そ
の
他
反
社
会
的
勢
力
に
該

　

当
し
な
い
方　

な
ど

◉
報
酬　

約
５
万
円
～
６
万
円

◉
申
込
先

　

政
策
情
報
係
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
４
】

指
導
員
募
集

令
和
７
年
国
勢
調
査

調
布
国
際
音
楽
祭

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

姉
妹
都
市
盟
約
40
周
年
記
念
事
業

　

今
年
は
、
村
と
調
布
市
が
姉
妹
都
市
盟

約
を
結
ん
で
40
周
年
で
す
。
音
楽
祭
の
ほ

か
、
深
大
寺
な
ど
の
市
内
観
光
も
併
せ
て

行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◉
日
時

　

６
月
22
日
（
日
）
～
23
日
（
月
）

◉
参
加
費　

１
万
８
千
円

　
（
鑑
賞
代
金
、食
事
３
食（
１
日
目
昼
食
、

　

２
日
目
朝
食
・
昼
食
）、
宿
泊
費
、
保

　

険
料
等
含
む
）

※
１
日
目
の
夕
食
は
各
自
で
ご
負
担
く
だ

　

さ
い
。

※
当
日
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、

　

後
日
、
村
よ
り
３
千
円
分
の
宿
泊
費
助

　

成
が
あ
り
ま
す
。

◉
定
員　

15
名
（
先
着
順
）

◉
交
通
手
段　

貸
切
観
光
バ
ス

◉
申
込
方
法

　

政
策
情
報
係
へ
電
話
に
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。「
名
前
」「
住
所
」「
当
日
連
絡

が
付
く
電
話
番
号
」「
生
年
月
日
」
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

◉
申
込
締
切　

５
月
30
日
（
金
）

◉
行
程

○
１
日
目

・
役
場
集
合
（
午
前
７
時
30
分
）

・
深
大
寺
に
て
昼
食
お
よ
び
自
由
散
策

・
調
布
国
際
音
楽
祭　

公
演　

・
ホ
テ
ル
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン（
午
後
４
時
30
分
）

・
自
由
時
間

○
２
日
目

・
サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

・
サ
ン
ト
リ
ー
施
設
見
学

・
長
寿
村
権
六
に
て
昼
食

・
役
場
到
着
（
午
後
４
時
30
分
）　

※
道
路
交
通
状
況
等
に
よ
り
時
間
が
変
更

　

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
３
】

６
22 

23
・
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乳がんは女性がかかるがんの中で最も多いものであ
り、2020 年のデータでは、生涯に乳がんにかかる女
性は 9 人に 1 人と推定されています。
　子宮頸

けい

がんの罹患数は、20 代後半から増え 40 代
がピークになります。若い女性に目立つがんです。
　乳がんも子宮頸がんも早期には自覚症状がほとんど
ありませんが、早期治療のよる治癒率は大変高くなっ
ています。早期で見つけられれば、がんは決して怖い
病気ではありません。定期的に検診を受けましょう。

乳がん検診・子宮がん検診を
　　　　　　　受診しましょう

日　程 6 月５日（木）、27 日（金）
受付時間 指定時間内（予約制）
対象年齢 30 歳～ 39 歳、75 歳以上

※子宮がん検診（施設検診）以外は、保健センターでの健診となります。

乳がん検診（超音波検査に限る）の
検診費用の一部補助

　40 ～ 74 歳の方でマンモグラフィ検診を受けた

翌年に、個人で医療機関の超音波検査を受診した

場合に、1,000 円の補助をします。詳しくは健康

福祉係へお問合せください。

■乳がん検診（超音波）

■乳がん検診（マンモグラフィ）

■子宮がん検診（施設検診）

■子宮がん検診（集団検診）

日　程 6 月 18 日（水）、20 日（金）、25 日（水）
受付時間 指定時間内（予約制）

対象者 上木島地区、往郷地区（南鴨・高石・庚
地区を除く）、今年度クーポン対象者

対象年齢 40 歳～ 74 歳

日　程 6 月６日（金）、24 日（火）、30 日（月）
受付時間 午後１時～午後２時
対象年齢 20 歳以上

日　程 ７月～ 10 月

医療機関
飯山赤十字病院、北信総合病院、すずき
レディスクリニック、保倉産婦人科医院

（みゆき会健診センターは対象外です。）
対象年齢 20 歳以上

その他 申込みされた方には、後日、必要書類を
お送りします。

【健康福祉係　内線１２５】

「民
生
委
員
」

　
　
　

「児
童
委
員
」

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、

皆
さ
ん
の
抱
え
る
問
題
や
要
望
を
把
握

し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
支
援
を

行
う
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
厚
生
労

働
大
臣
に
よ
っ
て
委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

　

現
在
、
村
で
は
地
区
担
当
委
員
18
人

と
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
に
関
す
る

支
援
を
専
門
に
行
う
主
任
児
童
委
員
２

人
の
計
20
人
の
委
員
が
活
動
し
て
い
ま

す
。困
り
事
や
心
配
事
が
あ
る
と
き
は
、

ぜ
ひ
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

■
災
害
に
か
か
わ
る

　
　
　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

　

村
が
進
め
て
い
る
「
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
」
の
調
査
を
行
い
、
災
害
時

に
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
人
の
把
握

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
や
自
主

防
災
組
織
と
連
携
し
て
、
支
援
の
た
め

の
体
制
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

■
地
域
を
見
守
り
、
つ
な
ぎ
、
支
え
る 

　

相
談
内
容
に
応
じ
て
必
要
な
支
援
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
や
専
門
機
関

へ
つ
な
ぐ
「
住
民
と
行
政
・
専
門
機
関

と
の
パ
イ
プ
役
」
を
担
っ
て
い
ま
す
。

【
相
談
で
き
る
こ
と
】 

◉
生
活
・
健
康
に
関
す
る
こ
と 

　

生
活
困
窮
や
健
康
・
医
療
な
ど

◉
子
育
て
に
関
す
る
こ
と 

　

子
育
て
の
悩
み
や
児
童
虐
待
に
関
す

る
こ
と
な
ど 

◉
福
祉
に
関
す
る
こ
と 

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
・
情
報
提
供
な
ど

■
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容
の
秘

密
は
し
っ
か
り
と
守
ら
れ
ま
す
。村社協の安心買い物ツアーで、買い

物支援ボランティアの活動なども
行っています。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】

ご
存
じ
で
す
か
？

５
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
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　エコパーク寒川では、ごみの発生を減らす「Reduce
（リデュース）」と、繰り返し使う「Reuse（リユース）」、
資源として再利用する「Recycle（リサイクル）」の３つ
の「Ｒ」をテーマとしたイベントを開催します。

◉日時　６月 15 日 ( 日 ) 午前 10 時～正午
◉会場　エコパーク寒川
　　　　( 飯山市大字照岡 2600 番地１)
◉内容
・リサイクル区分や焼却処理を学ぶための施設見学
・リサイクル商品の展示　
・エコバックの作成
・廃油石鹸作り　など
※竹の子汁の振る舞い、山菜類等の販売は行いません。

【生活環境係　内線１２３】

エコパーク寒川フェアあらため

　「リサイクルフェア 2025」

　

　村で回収した古紙類は、事業者へ引渡
し、売却をしています。令和７年度は古
紙類の売却単価が上がりました。引き続
き、適正な分別にご協力をお願いします。
◉古紙売却単価（前年度比）
・新聞　26 円／㎏（12 円増）
・雑誌、その他の紙　16 円／㎏（４円増）
・段ボール　16 円／㎏（３円増）
・紙パック　６円／㎏（４円減）
　古紙類を分別することで、もえるごみを
削減することができ、売却代金は村の財源
としてごみ処理費用等に活用されます。

（参考）令和６年度の古紙売却代金
　　　  101 万 1,967 円

【生活環境係　内線１２３】

古紙の売却単価アップ

　

衣
類
は
「
も
え
る
ご
み
」
に
出
す
こ
と

も
で
き
ま
す
が
、「
古
着
回
収
」
に
出
す

こ
と
で
国
内
外
で
「
再
利
用
」「
リ
サ
イ

ク
ル
」
さ
れ
、
ご
み
の
資
源
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

村
で
は
、
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
古
着

お
よ
び
古
布
を
無
料
で
回
収
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ご
自
宅
に
眠
っ
て
い
る
衣
類
を

整
理
し
て
、
回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◉
収
集
日
時

　

６
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

◉
収
集
場
所

　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
（
木
島
平
浄
化
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
）

◉
出
し
方

・
時
間
内
に
回
収
場
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

・
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ
、
口

を
し
っ
か
り
し
ば
っ
て
、
記
名
の
う

え
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
３
】

「
お
ひ
さ
ま
☀
リ
ユ
ー
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　

同
時
開
催

　

不
要
に
な
っ
た
ベ
ビ
ー
・
子
ど
も

服
や
、
小
・
中
学
の
運
動
着
な
ど
の

衣
類
の
回
収
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

提
供
く
だ
さ
い
。

※
洗
濯
を
し
て
い
な
い
、
汚
れ
や
シ

　

ミ
が
付
着
し
て
い
る
も
の
は
回
収

　

で
き
ま
せ
ん
。

※
小
・
中
学
校
の
運
動
着
は
、
多
少

　

の
破
れ
や
生
地
の
傷
み
な
ど
が
あ

　

る
も
の
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

古
着
・
古
布
は
大
切
な
資
源
で
す

◉
回
収
で
き
る
も
の

　

※
き
れ
い
に
し
た
状
態
の
も
の
に
限
る

・「
衣
類
」

・「
布
類
」
は
布
団
な
ど
「
わ
た
」
を

使
用
し
た
製
品
以
外
の
も
の

・
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
マ
ッ
ト
類
以
外
の

布
類

◉
回
収
で
き
な
い
も
の

・
濡
れ
た
も
の　

・
汚
れ
た
も
の

・
針
ま
た
は
ピ
ン
の
つ
い
て
い
る
も
の

・
長
靴
や
ブ
ー
ツ　

な
ど
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◆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法
が

ス
タ
ー
ト

きじま平っ子ホット情報

保育園

小学校

中学校

下
校
訓
練
・

　

登
下
校
班
会

１
年
生
を

　
　

迎
え
る
会

　

４
月
２
日
、
入
園
式
が
行
わ
れ
、

新
し
く
保
育
園
に
入
っ
た
子
と
昨
年

度
の
途
中
で
入
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

出
席
し
ま
し
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気

の
入
園
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

写
真
は
０
歳
児
ク
ラ
ス
（
ひ
よ
こ

組
）
の
ひ
と
時
で
す
。
は
じ
め
て
の

集
団
生
活
で
、
上
の
ク
ラ
ス
の
お
兄

さ
ん
お
姉
さ
ん
に
遊
ん
で
も
ら
っ
た

り
、
先
生
た
ち
に
抱
っ
こ
や
お
ん

ぶ
を
し
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
、

徐
々
に
保
育
園
に
慣
れ
て
き
て
い
ま

す
。
ま
だ
あ
ち
こ
ち
で
泣
き
声
も
聞

こ
え
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
子

ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い

る
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

児
童
が
安
全
に
登
下
校
す
る
た
め
、

４
月
10
日
に
下
校
訓
練
、
11
日
に
は

登
下
校
班
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
１
年
生
が
加
わ
っ
た
班
で
は
、

上
級
生
が
迎
え
に
行
っ
た
り
、
班
の

約
束
な
ど
を
一
生
懸
命
話
し
た
り

と
大
変
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

も
ま
た
上
級
生
と
し
て
の
責
任
と

役
割
を
自
覚
す
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
で
す
。

　

下
校
訓
練
で
は
、
地
区
ご
と
に
担

当
の
先
生
が
一
緒
に
歩
き
、「
子
ど

も
を
守
る
安
心
の
家
」
の
場
所
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

４
月
７
日
、
生
徒
会
主
催
に
よ
る

１
年
生
を
迎
え
る
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
会
入
会
式
で
は
、
新
入
生

に
生
徒
会
長
か
ら
の
歓
迎
の
言
葉

や
、
体
育
委
員
会
か
ら
の
エ
ー
ル
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
新
入
生
代
表
挨
拶

と
し
て
畔
上
紗さ

な奈
さ
ん
が
あ
い
さ
つ

を
し
ま
し
た
。

　

生
活
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
生
徒
会
長
か
ら
新
入
生
に
向
け

て
「
少
し
ず
つ
中
学
校
生
活
に
慣
れ

て
、
楽
し
く
充
実
し
た
毎
日
を
送
り

ま
し
ょ
う
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

ら
２
年
生
や
３
年
生
に
聞
い
て
く
だ

さ
い
」と
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

保育園、小学校、中学校で、すくすく
と育っている村の子どもたちの授業や
取組み、行事の様子を紹介しています。　　

【子育て支援係　内線１６２】

は
じ
め
て
の

　

   

集
団
行
動
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　毎年 5 月 31 日は世界禁煙デーです。

　そこで今回は、たばこによる健康への影響についてお伝えします。

たばこによる健康への影響を知っていますか

たばこの三大有害物質

◉深呼吸

◉水や氷・カロリーゼロの炭酸飲料などを口にする

　（冷たいものは刺激となり、気持ちを紛らわせてくれます）

◉身体を動かす

◉歯磨き

　（口の中をきれいにすると、吸いたい気持ちが収まります）

◉糖分の少ないガムや干し昆布などを噛む

たばこをやめるのに、遅すぎるということは
ありません。自分自身とご家族を守るためにも、
この機会にぜひ禁煙をしましょう！

①ニコチン

　依存症にさせる作用があります。血管を収縮させ、血液の流れを悪く

する作用もあり、動脈硬化を促進させます。

②タール

　たばこのヤニの成分で、発がん性物質や発がんを促進する物質が数十

種類以上含まれています。

③一酸化炭素

　酸素を運ぶ機能を阻害し、酸素不足を引き起こします。動脈硬化を促

進させます。

たばこによる健康被害

・ たばこを吸う人の死亡率は吸わない人より高い

→たばこを吸うことで寿命が 8 ～ 10 年短くなると言われています。

・ 肺がんに限らず、喫煙はほとんどの部位のがんの原因

・ たばこの煙は周りの吸わない人にも影響を及ぼす ( 受動喫煙 )

→受動喫煙による肺がんリスクは約 1.3 倍にもなると言われています。

・ 電子たばこは紙たばこに比べて健康影響が少ないかどうかは、まだ明　

　らかになっていない ( 電子タバコも禁煙が必要 )

吸いたくなったら「別の行動」をとりましょう

健　康

だより

喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響

健康福祉係
内線１２５
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　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　健康福祉係　内線 126・128　　★直通電話 0269（82）4771

　基本チェックリストを提出いただいた方に、保健師や看護師、管理栄養士が訪問などで結果をお返
ししています。

【基本チェックリストとは】
　75 歳以上の方（介護保険認定者を除く）に、２月末からの各種検診とりまとめに合わせて回答し
ていただきました。この基本チェックリストでは、近い将来介護が必要になる危険性がないかを確認
することができます。ご自分の結果がお手元に届いたら、介護予防などの健康づくりに活かしていき
ましょう。村では、基本チェックリストの結果に基づき、介護予防教室のお誘いや訪問による健康相
談を行っていますので、お含みおきください。

次回の「集まろう！通いの場  ピース」
6/  4（水）　お口を元気に！歯つらつ教室　
　　　　　　　　講師：芳川歯科医院　歯科衛生士

＊基本チェックリストの結果をお知らせします＊

地域包括支援センター包括だより

木島平村地域包括支援センター

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、様
々

な
場
面
で
清
潔
な
古
布
を
使
用
し
ま
す
。

古
布
は
、
肌
触
り
が
柔
ら
か
く
吸
水
性

も
い
い
の
で
使
い
勝
手
が
良
く
、
ま
た
、

リ
サ
イ
ク
ル
利
用
に
も
役
立
っ
て
い
ま

す
。
使
い
捨
て
で
使
用
す
る
た
め
た
く

さ
ん
の
量
が
必
要
で
す
。
こ
の
機
会
に

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
古
布
の
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◉
回
収
で
き
る
も
の

　

綿
製
の
も
の
（
下
着
・
Ｔ
シ
ャ
ツ
、

タ
オ
ル
、
シ
ー
ツ
、
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
）

○
使
い
古
し
、
柔
ら
か
く
な
っ
た
布
が　

　

適
し
て
い
ま
す
。

○
多
少
、
化
繊
の
繊
維
が
混
じ
っ
て
い

　

て
も
肌
触
り
が
よ
く
、
吸
水
性
の
あ

　

る
も
の
な
ら
利
用
で
き
ま
す
。

○
洗
濯
し
て
あ
る
清
潔
な
物
を
使
用
し

　

て
く
だ
さ
い
。

◉
布
の
大
き
さ

　

１
４
８
ｍ
ｍ
×
２
１
０
ｍ
ｍ

　
（
Ａ
５
サ
イ
ズ
）

◉
回
収
で
き
な
い
も
の

　

ボ
タ
ン
、
フ
ァ
ス
ナ
ー
、
大
き
な
プ

リ
ン
ト
、
刺
し
ゅ
う
な
ど
肌
を
傷
つ
け

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
も
の

【
保
健
補
導
員
会
事
務
局

　
　
　
（
健
康
福
祉
係
）
内
線
１
２
６
】

こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
使
う

　
　
　
　
　
　

布
切
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
せ
ん
か
？

古布の回収 BOX は
若者センター 2 階入口に

設置してあります。

◉日時　6 月７日 ( 土 ) 午前 9 時 30 分～ 11 時

◉場所　役場 2 階会議室　ご参加お待ちしております♪

　健康講演会のお知らせ
　「“更年期”悩んでいませんか？
　　　～これからの自分のためにできること～」
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シ
リ
ー
ズ
コ
ミ
ス
ク
㊶

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
、

「
学
校
運
営
協
議
会
」
を
設
置
し
た
学

校
の
こ
と
で
す
。

　

村
で
は
、
平
成
26
年
に
学
校
運
営
協

議
会
を
設
置
し
、
村
民
や
保
護
者
、
社

会
教
育
委
員
な
ど
の
委
員
に
よ
り
、
年

５
回
程
度
、
学
校
運
営
な
ど
に
関
し
て

協
議
を
し
て
い
ま
す
。

　

村
の
協
議
会
は
、
他
の
地
域
に
比
べ

て
層
が
厚
い
だ
け
で
な
く
、
小
学
校
や

中
学
校
へ
の
関
り
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
村
総
ぐ

る
み
の
密
な
連
携
が
特
色
で
す
。
地
域

と
学
校
を
つ
な
ぐ
「
地
域
連
携
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が
、
横
ぐ
し
を
刺
し
た

取
組
み
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

村
民
に
よ
る
地
域
総
ぐ
る
み
の
見
守

り
お
よ
び
教
育
活
動
は
、
こ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
支
援
体
制
が
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
係

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

ふ
る
さ
と
木
島
平
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

　
　
　
　
　

地
域
総
ぐ
る
み
で
育
て
よ
う
！

木
島
平
村
教
育
委
員
会

学校運営協議会 小中学校

コミュニティ・スクール（学校運営協議会を設置した学校）

学校運営の
基本方針

学校運営・
教育活動

説明

承認

説明

意見

情報提供・協議を
踏まえた支援活動

協議の結果に係る
情報提供の努力義務

■コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の仕組み

地域連携
コーディネーター

による 連携・協働

（委員）保護者代表・地域住民
　　　  社会教育委員・育成会など

学校運営や必要な支援に関する協議

意見

地域学校協働活動本部

交通安全協会 など
商工会

老人クラブ
ＰＴＡ 育成会

社会教育団体

地域全体で子どもの学びや育ちを支える

住民

地域学校協働活動 学校支援ボランティア

学校活動支援

　　　地域活動推進　など

社会福祉協議会

委嘱
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地域のできごとに密着！
皆さんのまわりにある情報をお寄せください

【政策情報係 内線１１４】

保育園で春の火災予防運動
急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし

　春の火災予防運動が４月 18 日、おひさま保育園
で行われました。例年、園周辺を練り歩いて火災予
防を呼びかけますが、今年はクマ出没の影響により
ゆうぎ室で「僕らは街の消防隊」を歌い、「よい子
の約束」を大きな声で発表しました。

農林生とシイタケの駒打ち
「みどりの少年団」活動の一つ

　木島平小学校４年生によるシイタケの駒打ち体験が４
月 24 日に行われました。児童たちは、農林生などに駒
打ちの方法を教わりながら、ミズナラの木にシイタケの
菌が詰まった種駒を打ち込みました。来年の秋ごろに生
えるシイタケは、児童や職員が収穫して持ち帰ります。

ファームスの花壇へ植栽
道の駅の入口を花で彩る

　５月１日、道の駅ファームス木島平にて小学 2 年
生による花壇への植栽が行われました。児童たちは
地域連携コーディネーターの滝沢良

よしかず

一さんの指導の
もと自分たちが育てた花を移植し、道の駅の花壇を
色鮮やかに彩りました。

パパママ教室開催
子育ての出発点を応援

　パパママ教室が４月 23 日、保健センターで開か
れました。３組の参加者は、助産師の佐藤志

し ほ

穂先生
による妊娠中の過ごし方や沐浴のやり方について話
を聞いた後、赤ちゃんの人形を使って実際に沐浴を
体験しました。
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【政策情報係　内線１１４】
ふう太ネット木島平からのお知らせ

【光ケーブルに届く前に、樹木の剪定・伐採にご協力ください】
　村には、情報通信施設用の光ケーブル網があります。この光ケーブルは電力線や電話線と違い、特殊

で高価な機械でしか接続できず、設置には高い費用がかかります。

　光ケーブルに限らず、電力線、電話線に樹木や生け垣が届きそうな場合は、早目に剪定・伐採をお願

いします。突風や台風により、幹や枝などとこすれ、断線の原因となります。なお、電力線については

作業に危険を伴う場合がありますので、次の連絡先へお問い合わせください。  

◉電力線　中部電力パワーグリッド飯山営業所 　電話 0120（984）389 

◉電話線　NTT 東日本　電話（局番なしの）113

◉村光ケーブル　政策情報係　電話 0269（82）3111 （内線 114）

　

深
大
寺
元が

ん
ざ
ん
だ
い
し

三
大
師
像
御
開
帳

　

交
流
推
進
員
の
水
澤
祐ゆ

う
す
け介

で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
調
布
市
内
に
あ
る
深
大

寺
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
厄
除
け
や

縁
結
び
に
ご
利
益
の
あ
る
場
所
、
ま
た
、

そ
ば
処
と
し
て
有
名
な
お
寺
で
す
。

　

木
島
平
村
と
も
関
係
が
深
く
、
毎
年

豊
作
を
祈
願
し
、
境
内
で
「
お
田
植
え

の
儀
」、
「
稲
刈
り
の
儀
」
が
執
り
行
わ

れ
、
収
穫
さ
れ
た
も
み
は
縁
結
び
の
お

守
り
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
の
米
焼
酎
「
米
一
筋
」
や

木
島
平
産
最
高
級
米
「
村
長
の
太
鼓
判
」

の
題
字
は
深
大
寺
の
ご
住
職
に
書
い
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

そ
ん
な
深
大
寺
で
は
、
本
来
は
50
年

に
１
度
の
本
開
帳
の
み
拝
観
で
き
る
秘

仏
「
元
三
大
師
像
」
の
御
開
帳
が
６
月

２
日
（
月
）
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

元
三
大
師
像
は
実
在
し
た
人
物
の
肖
像

彫
刻
と
し
て
国
内
最
大
で
あ
り
、
都
指

定
有
形
文
化
財
で
も
あ
り
ま
す
。　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
調
布
市
ま
で
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

152

　村では光ケーブルにより、テレビ放送・ふう太ネッ
トの視聴・村内有線電話・宅内音声告知放送（定時放
送・緊急放送）を提供しています。
　また、この光回線を利用したインターネットも使え
ます。（プロバイダの申込が別途必要です。）

◇加入負担金    110,000 円
　（子育て・若年世帯は
　　　　　　    55,000 円）
◇情報使用料（月額）
　　　　　　　　2,200 円

◉インターネットを利用す
　る場合はプロバイダ料が
　別途かかります。
◇プロバイダ料（月額）
　（接続会社：JANIS）
  ・１G コース　   5,060 円
  ・100M コース  4,400 円
  ・30M コース     4,180 円
  ・10M コース     3,190 円

（料金はすべて税込）

　情報通信施設（ふう太ネット）加入負担金を最大 12 回まで分割納
付することができます。毎月の支払金額も自由に決めることができ、
口座振替にすることもできます。

（支払例）月々 1 万円で 11 回払い　など

　加入負担金の分割払いができます

　令和７年４月から、子育て世帯および若年世帯が新規に加入される
場合、加入負担金が５万５千円になります。

　子育て世帯等の加入負担金を軽減
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自動水田除草ロボットの公開デモ

　労力を軽減した持続可能な方法として農作業を
自動化する、信州発のベンチャー企業「ハタケホ
ットケ」による「ミズニゴール」の公開デモを行
います。
　ミズニゴールは、事前に入力したほ場の GPS

に従い自動で除草を
し ま す。1 回 の バ ッ
テ リ ー 充 電 で、4 ～
5 反の除草が可能で
す。( およそ 1 時間～
1 時間半 )

◉第１回デモ
・5 月 26 日（月）午後２時 30 分～ 3 時 30 分
・田植えの 1 週間前のほ場で、事前に設定した
　ルートを自動走行する様子を見学します。
◉第２回デモ
・6 月 7 日 ( 土 )10 時～正午
・稲苗の活着後、苗にダメージを与えず雑草の芽
　を除草する様子を見学します。
※両日とも、終了後には、バッテリーを使用せず
　に太陽光パネルから直接得たエネルギーで、機
　械についた泥を水路の水で洗い流すデモンスト
　レーションも行います。
◉場所　市之割地区（あずまやと一般民家）

【GPS 機能でほ場を自走する『ミズ二ゴール』の公開デモ】

【問合せ・申込先】　NPO 法人太陽と水と緑のプロジェクト　田島 俊
と し お

雄　電話 090（3914）0275

令和７年度協働のむらづくり支援金を活用したイベントが行われます。

   

お
子
さ
ん
の
修
学
を
支
援
し
ま
す

 　
　
　

  　

 

奨
学
金
制
度
の
紹
介

◉
木
島
平
村
奨
学
資
金
貸
付
事
業

　

村
で
は
、
高
校
生
以
上
の
修
学
を
支
援

す
る
た
め
、
無
利
子
で
奨
学
資
金
の
貸
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
度
途
中
の
申
請
も

可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
貸
付
け
を
受
け
る
の
は
修
学
す
る
ご
本

　

人
で
す
。
保
護
者
の
方
と
あ
ら
か
じ
め

　

相
談
し
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
木
島
平
村
若
者
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
者

　

等
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
補
助
金

　

村
に
住
み
な
が
ら
働
い
て
い
る
方
が
、

大
学
等
の
修
学
の
た
め
に
貸
与
を
受
け
た

奨
学
金
を
返
還
し
て
い
る
場
合
に
、
そ
の

金
額
の
一
部
を
村
が
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
す
る
事
業
で
す
。

○
補
助
額

・
村
内
就
労
の
方

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１（
上
限
15
万
円
）

・
村
外
就
労
の
方

　

対
象
経
費
の
３
分
の
１（
上
限
10
万
円
）

※
そ
の
前
年
１
月
～
12
月
ま
で
に
返
還
し

　

た
奨
学
金
が
対
象
経
費
と
な
り
ま
す
。

○
申
請
期
間

　

毎
年
１
月
４
日
～
２
月
末
日

  「
ひ
と
り
親
家
庭
養
育
費

  　
　
　

専
門
法
律
相
談
」
開
設

　

養
育
費
を
受
け
取
れ
ず
に
困
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
離
婚
後
、
養
育
費
を
受
取
る
こ

と
が
で
き
て
い
な
い
ひ
と
り
親
の
方
や　

離
婚
を
検
討
し
て
い
る
婚
姻
中
の
親
を
対

象
と
し
て
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
が

行
わ
れ
ま
す
。

◉
日
時

　

５
月
27
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

※
１
人
に
つ
き
30
分
、
相
談
無
料
で
す
。

◉
場
所

　

長
野
県
飯
山
庁
舎

　
（
飯
山
市
静
間
１
３
４
０
―
１
）

◉
予
約
方
法
（
事
前
予
約
制
）

　

５
月
19
日
（
月
）
ま
で
に
お
電
話
に
て

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

◉
予
約
先
・
問
合
せ

　

北
信
福
祉
事
務
所

　

電
話
０
２
６
９
（
６
２
）
３
９
４
３

▲村公式
ウェブサイト

▲村公式
ウェブサイト

※
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】
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Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　

４
月
７
日
、
令
和
７
年
度
新
任
式
が
行

わ
れ
、
今
年
度
よ
り
赴
任
さ
れ
た
早
川
清

志
校
長
を
含
め
た
５
名
の
先
生
方
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

始
業
式
の
校
長
講
話
で
は
、
最
初
に
と

あ
る
架
空
の
２
人
の
人
物
像
に
つ
い
て
語

ら
れ
ま
し
た
。
語
ら
れ
た
人
物
像
だ
け
で

は
悪
印
象
に
感
じ
ら
れ
る
人
物
像
が
、
実

は
正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー
、
そ
し
て
、
好
印
象

に
感
じ
ら
れ
る
人
物
像
が
実
は
悪
の
組
織

の
構
成
員
で
あ
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
例

か
ら
、「
視
点
を
変
え
る
と
違
う
も
の
が

見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
物
事
を
見
み
よ
う
。」
と
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、相
手
の
い
い
と
こ
ろ
を
見
て
、

多
く
の
人
と
か
か
わ
っ
て
成
長
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
８
日
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る

暖
か
な
日
差
し
の
も
と
、
令
和
７
年
度
入

学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
方
が
見
守
る
中
、
新
１
年
生

38
名
は
校
長
先
生
か
ら
入
学
許
可
を
受

け
、
１
年
Ｂ
組
の
小
野
澤
心
陽
さ
ん
の

堂
々
た
る
宣
誓
の
も
と
、
高
校
生
活
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

本
校
で
の
学
び
を
通
じ
て
、
社
会
の
一

員
と
し
て
必
要
な
資
質
を
身
に
つ
け
、
成

長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
真
っ
白
な
キ
ャ
ン
バ
ス
に
、
皆
さ

ん
が
ど
ん
な
未
来
を
描
い
て
い
く
の
か
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

保
護
者
、
地
域
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新任式 ・ 始業式

入学式

◉
も
う
け
話
に
は
気
を
付
け
よ
う

「
簡
単
に
稼
ぐ
方
法
が
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　

で
は
や
っ
て
い
る
よ
。」

「
あ
な
た
だ
け
の
限
定
で
す
。
今
や
ら

　

な
い
と
損
し
ま
す
よ
。」

○
簡
単
に
稼
げ
る
と
い
う
も
う
け
話
に

　

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
金
が
返
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う

　

話
も
あ
り
ま
す
。

◉
リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺
に
気
を
付
け
よ
う

　

悪
質
業
者
は
、「
点
検
だ
け
な
ら
無

料
」
な
ど
、
様
々
な
甘
い
言
葉
や
嘘
を

並
べ
て
、
契
約
後
に
法
外
な
リ
フ
ォ
ー

ム
代
金
を
請
求
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
悪
質
な
業
者
に
な
る
と
、
自

分
た
ち
で
屋
根
に
上
が
っ
て
瓦
や
壁
を

壊
し
て
、「
す
ぐ
に
直
さ
な
い
と
い
け

な
い
」
と
言
っ
て
不
安
を
煽
り
ま
す
。

○
必
要
の
な
い
も
の
は
は
っ
き
り
と
断

　

り
ま
し
ょ
う
。

○
家
の
写
真
を
定
期
的
に
撮
影
し
て
お

　

く
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

悪
質
商
法
の
被
害
に

　
　
　

あ
わ
な
い
た
め
に

駐在所だより

木島平村駐在所
☎ 0269(82)4137

田
口
警
部
補

　

下
高
井
農
林
高
校
で
は
様
々
な
産
業
動

物
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
６
月
、
長
年
飼
育
し
て
い
る
メ
ス

の
黒
毛
和
牛
「
み
つ
こ
」
が
出
産
を
し
ま

し
た
。
産
ま
れ
た
オ
ス
の
子
牛
は「
和
雄
」

と
名
付
け
ら
れ
、
畜
産
部
の
生
徒
と
教
職

員
が
中
心
と
な
り
飼
育
し
て
き
ま
し
た
。

　

４
月
10
日
、
和
雄
が
つ
い
に
出
荷
さ
れ

ま
し
た
。
同
日
、
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
県
本
部

が
主
催
す
る
長
野
県
中
央
家
畜
市
場
で
競

り
に
か
け
ら
れ
、
最
終
的
に
43
万
２
千
円

の
価
格
が
付
き
ま
し
た
。

　

下
高
井
農
林
高
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

動
物
の
飼
育
活
動
を
通
じ
て
、
命
の
大
切

さ
や
日
本
の
農
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学

ん
で
い
き
ま
す
。

子牛の出荷
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地
域
の
日
常
は
宝

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
村
田
で
す
。

　

木
島
平
村
に
移
住
し
て
４
月
で
早
１
年

を
迎
え
ま
し
た
。
１
年
間
暮
ら
し
て
み
て

改
め
て
思
っ
た
こ
と
は
、
想
像
以
上
に
暮

ら
し
や
す
い
村
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

村
内
は
自
然
環
境
が
豊
か
で
静
か
で

す
が
、
10
分
ほ
ど
車
を
走
ら
せ
る
と
大

型
ス
ー
パ
ー
や
農
産
物
直
売
所
な
ど
が

多
数
あ
り
、
現
状
生
活
す
る
上
で
困
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
季
節
の
食
材
や
、
木
々
や
草

花
、
太
陽
の
光
や
空
の
色
、
風
や
雪
の

薫
り
な
ど
、
日
常
の
ふ
と
し
た
瞬
間
に

そ
の
季
節
や
移
り
変
わ
り
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
、
村
で
暮
ら
せ
て
本
当
に
良

か
っ
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
２
月
末
に
取
材
で
「
内
山
乃

雫
の
室
入
れ
」に
参
加
し
ま
し
た
。
「
内

山
乃
雫
」
は
酒
造
り
の
工
程
で
雪
に
埋

め
る
「
雪
中
貯
蔵
」
を
行
う
と
聞
い
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
に
お
酒
を
雪
に
埋

め
る
と
い
う
経
験
が
初
め
て
だ
っ
た
た

め
、
豪
雪
地
帯
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
取

組
み
が
新
鮮
で
面
白
か
っ
た
で
す
。

　

お
米
の
甘
さ
が
感
じ
ら
れ
る
あ
の
味

は
、
お
米
や
水
本
来
の
美
味
し
さ
に
加

え
、
天
然
資
源
で
あ
る
雪
を
活
用
し
て
、

地
域
の
人
が
知
恵
と
手
間
ひ
ま
か
け
て

育
ん
で
き
た
も
の
な
の
だ
と
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
、
内
山
地
区
や
内
山
乃
雫

に
対
す
る
愛
着
も
湧
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
に
と
っ
て
は
恒
例
行
事
の

一
つ
で
あ
っ
て
も
、
外
か
ら
来
た
人
に

と
っ
て
は
貴
重
な
経
験
と
な
り
、
希
少

な
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
り
得
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
行
事
な
ど
に
積
極
的
に

関
わ
り
、
村
の
魅
力
を
発
掘
・
発
信
し

て
い
き
た
い
で
す
。

問合せ 観光振興局
　　　　　0269(82)2800

村田　恵

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

▲内山乃雫の室入れ風景

　

個人情報を聞き出す
　　　　　不審な電話に注意

　自宅の固定電話に国の行政機関を名乗り「これ
から 2 時間後に通信できなくなる」という電話
が非通知設定でかかってきた。突然通信できなく
なることはないはずなので、明らかにおかしい。

【アドバイス】
・行政機関や電話会社から、電話を停止すること
　に関して、自動音声ガイダンスや SMS（ショー
　トメッセージサービス）を使って連絡すること
　は絶対にありません。すぐに電話を切りましょう。
・非通知や知らない番号からの電話には普段から
　慎重になりましょう。個人情報は絶対に伝えな
　いでください。
・不安なときは、消費生活センター（消費者ホッ
　トライン 188）や飯山警察署（0269（62）
　0110）にご相談ください。

【生活環境係　内線１２１】

　

　県内では、令和６年４月に２件の農作業死亡
事故が発生しています。農作業事故は、特に高
齢者が多く、トラクターなど農業機械によるも
のが多く発生しています。

　乗用型農業機械を運転する
際は、必ずシートベルト・ヘ
ルメットを着用するほか、１
人での作業はなるべく避け、

休憩を十分にとって農作業安全に取組みましょう。
　また、近年では野焼きによる
農作業事故も多く発生していま
す。家族や仲間同士で互いに声
を掛け合い、安全に農作業を行
いましょう。

【農林係　内線１３１】

春の農作業安全運動月間

　　　安全に農作業を行いましょう
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５月
20

火

21

水

22

木

23

金
　

事
業
所
エ
コ
プ
ラ
ザ　

14
時
～
14
時
30
分

24

土

25

日
　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

９
時
～
11
時
45
分

26

月
　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
～

　

農
業
委
員
会
総
会　

18
時
～

27

火
　

中
学
校
自
主
公
開
授
業

28

水
　

カ
ヤ
の
平
高
原
安
全
祈
願
祭　

11
時
～

29

木

30

金
　

議
会
６
月
定
例
会
開
会
日

31

土
　

木
島
平
小
学
校
運
動
会　

８
時
45
分
～

1

日

2

月

3

火

4

水
　

心
配
ご
と
相
談　

９
時
～
11
時

5

木
　

議
会
６
月
定
例
会
一
般
質
問
（
～
6
日
） 村

税
等
口
座
振
替
日

５月は、軽自動車税の納付月です。

納期限は６月２日（月）です。

お忘れのないようにお願いします。

村税の納付をお忘れなく

　令和７年４月から、村税の納め方を

「単税方式」へ変更しました。

【税務係　内線１１０】

有 

料 

広 

告

ごみの処分量

燃える
ごみ処分量

令和７年４月 令和６年４月 前年同月比

66,790kg 73,590kg 91%

燃えない
ごみ処分量

令和７年４月 令和６年４月 前年同月比

4,680kg 6,480kg 72%

品　目 重　量 単　価 金額（税込）

新　聞 1,700kg 26.0 円 /kg   48,620 円

雑　誌 6,280kg 16.0 円 /kg 110,528 円

段ボール 1,520kg 16.0 円 /kg   26,752 円

紙パック 　  50kg   6.0 円 /kg   　　330 円

合計 186,230 円

令和７年４月古紙の売払金額

村
税
等
納
期
限

村税等の口座振替日は５月 26日㈪です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

議会日程は５月 21 日の議会運営委員会で正式決
定します。村公式ウェブサイトをご覧ください。
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９月

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 0 16 野沢温泉村 0 0 20 その他 ０ ０ １

飯山市 １ １ 112 栄村 0 １ 13 《合計》 １ ２ 162

件 件 件 件 件件 件件 件４月の出動件数（岳北消防本部）

受付：13：00～13：15
場所：保健センター
◉Ｂ型肝炎・水痘：５月23日㈮
◉日本脳炎１期初回1回目：
　　　　　　　　　　6月11日㈬
◉肺炎球菌・ロタウイルス：
　　　　　　　　　　6月16日㈪

日にち：６月５日㈭
場所：保健センター
受付：13：15～13：30
対象：令和７年１～４月生

うまれ

日にち：5月29日㈭
場所：木島平村診療所
受付：11：30
対象：令和６年10月生

日にち：６月９日㈪
場所：木島平クリニック
受付：11：45～12：00
対象：令和６年11月生

　子育て中の保護者同士の交流・
ふれあいの場として、おひさま保育
園のプレイルームを開放します。
日時：月曜日～金曜日（保育園開所日）
　　9：00～11：30

予 防 接 種

火事招く あなたの過信と 無関心

【５月 20 日㈫～６月 19 日㈭】

場所：おひさま保育園プレイルーム
◉5月20日㈫　9：45～
　「園庭開放♪」
　おひさま保育園の園庭で遊びま
　しょう。
◉5月27日㈫　9：45～
　「かおり先生の食育教室」
　おひさま保育園のメニューなどを
　もとにした離乳食を紹介します。
◉6月３日㈫　9：45～
　「保健師のお話を聞いてみよう‼」
　お子さんの普段気になる様子など
　を気軽にご相談ください。
◉6月10日㈫　9：45～
　「親子ふれあい遊び（運動）」
　マットやトンネルなどを使って、
　親子で体を動かしましょう。
◉6月17日㈫　9：45～
　「園庭開放♪」

おひさま教室

おひさま広場

新型コロナウイルス感染症の
影響など行事等が変更となる
場合があります。

く人
権
か
る
た

る
し
く
な
い
よ　

こ
こ
に　

ぼ
く
が　

い
て
あ
げ
る  

BCG 予防接種

社協関係の行事は 35ページ
「社協の予定」をご覧ください。６月

6

金
　

第
１
回
社
会
人
権
同
和
教
育
研
修
講
座　

19
時
～

7

土
　

健
康
講
演
会　

９
時
30
分
～
11
時

8

日
　

古
着
・
古
布
回
収　

９
時
～
正
午

9

月

10

火
　

11

水
　

12

木

13

金
　

議
会
６
月
定
例
会
閉
会
日

14

土
　

モ
リ
ア
ゲ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

13
時
～

15

日
　

村
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
２
０
２
５　

10
時
～
正
午

16

月
　

民
生
児
童
委
員
協
議
会　

14
時
～

17

火

18

水
　

無
料
法
律
相
談　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

19

木
　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

９
時
～
11
時

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会　

17
時
～

20

金

乳児整形検診

６月

広
報
配
布
日

社協関係の行事は 34ページ
「社協の予定」をご覧ください。

家
庭
の
日
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次
回
定
例
会
の
予
定
（
令
和
７
年
６
月
第
２
回
）

・
開
会
日　

５
月
30
日
（
金
）

・
一
般
質
問　

６
月
５
日
（
木
）
～
６
日
（
金
）

・
閉
会
日　

６
月
13
日
（
金
） ※

現
時
点
の
予
定
で
す
。

令和７年３月定例会一般質問令和７年３月定例会一般質問
　３月６日、７日に行った一般質問では、７人の議員が質問しました。
　また、傍聴者は延べ６人でした。「一般質問」は、各議員の質問や提案等により、
執行機関の見解や考え方を明らかにするもので、大切な「政策論争の場」です。
　なお、次ページからの一般質問の要旨は、質問者自身でまとめています。
　一般質問の会議録は、各議員のページにある QR コードからご覧いただけます。

１　山
やまもと

本　隆
た か き

樹
①食料・農業・農村基本法への改正への取組みは
②認知症基本法の推進は

２　湯
ゆ も と

本　行
ゆきひろ

浩
※当日、体調不良により欠席

①木島平村の少子化問題について
②多様な産業が活力を生み出す
③実質公債費比率について

３　山
やまうら

浦　　登
のぼる

①令和７年度政府予算案に対する評価と政治姿勢を質す
②令和７年度一般会計予算案について
③第７次総合振興計画について
④道の駅ファームス再整備計画について
⑤高齢者の一人暮らし支援について

４　江
え だ

田　宏
ひ ろ こ

子
①「ファームス木島平」の再整備について
②特色ある教育・子育て環境を前面に
③「魅力ある村づくり」と「村政運営」について

５　湯
ゆ も と

本　直
な お き

木

①議会一般質問の対応について
②村観光施設運営会社との向き合い方と村民への対応について
③農業経営の基盤安定化について
④木島平村教育振興基本計画前期 (案 ) について
⑤信州型フリースクール認証制度への対応について

６　山
やまざき

﨑　栄
え い き

喜
①令和７年度予算について
②道の駅再整備計画について
③スキー場線の安全対策について

７　関
せき

　　達
た つ お

夫
①集落の活動を支援する策を求める
②むらの事業を点検する
③村制 70周年について

８　丸
まるやま

山　邦
くにひさ

久
①少子化対策プロジェクトについて
②ファームス木島平の再整備計画について

　上程された報告案件４件、承認案件９件、事件案件１件をすべて全会一致で承認・
可決しました。主な議案は次のとおりです。
・小中学校タブレット購入契約　金　額　1,777万６千円
　　　　　　　　　　　　　　　相手方　富士電機ITソリューション株式会社長野支店
■全員協議会（４月 28 日）【村からの提出案件】
　◎協議事項　・本会議提出議案等の説明　・地域防災計画の概要
　◎報告事項　・熊の被害対策　・ファームス木島平再整備計画の経過と予定
　　・SBC 木島平リゾート㈱合併に伴う村の対応　・地域おこし協力隊（観光振興局 
　　　局長候補）の採用　　・馬曲温泉の状況（シャワー設置と建物調査など）ほか
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産
業
課
長

　

中
山
間
直
接
支
払
制
度
の
集
落
を
中
心

と
し
て
策
定
を
進
め
て
い
る
地
域
計
画
は
、

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
を
目
的

と
し
、
将
来
的
に
誰
が
ど
の
農
地
を
担
っ

て
い
く
の
か
を
明
確
化
す
る
作
業
を
進
め

て
お
り
、
３
月
中
に
予
定
し
て
い
る
。

　

耕
作
者
の
見
え
る
化
・
地
図
化
を
行
い
、

ど
こ
を
誰
が
耕
作
す
る
か
を
確
認
し
な
が

ら
決
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

質　

問

　

農
業
振
興
公
社
へ
の
更
な
る
充
実
が

求
め
ら
れ
る
が
。

産
業
課
長

　

小
規
模
農
家
や
高
齢
農
家
の
負
担
軽
減

と
し
て
、
作
業
受
託
や
機
械
の
レ
ン
タ
ル

事
業
は
引
き
続
き
お
願
い
し
て
い
く
。

　

再
整
備
す
る
道
の
駅
等
へ
の
出
荷
体
制
と

生
産
会
員
の
拡
大
の
た
め
の
支
援
も
重
要

と
考
え
、令
和
７
年
度
新
た
に
、集
落
支
援

制
度
を
活
用
し
た
直
売
所
等
へ
の
集
出
荷

支
援
を
行
う
体
制
づ
く
り
も
予
定
。

作
付
け
の
変
更
に
よ
る
助
成
金
で
経
営
所

得
の
安
定
を
促
し
て
き
た
。
米
の
評
価
が

高
い
地
域
経
済
状
況
の
中
、
管
轄
地
域
の

条
件
、
木
島
平
の
条
件
に
合
わ
せ
た
施
策

の
策
定
は
。

村　

長

　

ネ
ギ
や
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、キ
ュ
ウ
リ
を
始
め

と
し
た
畑
作
農
家
の
担
い
手
が
育
っ
て

き
て
い
る
。
あ
る
程
度
の
畑
作
転
換
な

ど
も
進
め
て
い
き
な
が
ら
、
地
域
の
実
情

を
生
か
し
た
政
策
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

木
島
平
村
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、令
和

７
年
産
の
生
産
量
の
目
安
を
決
定
し
、

生
産
者
の
皆
様
に
生
産
調
整
の
取
組
み
を

お
願
い
し
て
い
る
。
近
年
の
米
価
の
状
況

な
ど
を
更
に
注
視
し
、
村
と
し
て
再
生
産

可
能
な
、
持
続
可
能
な
農
業
に
向
け
て
取

組
み
を
進
め
る
。
国
の
方
針
と
違
っ
て
も

村
の
施
策
と
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
も 

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

質　

問

　

「
地
域
計
画
」
は
、
人
口
減
少
や
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、担
い
手
確
保

や
農
地
利
用
の
最
適
化
を
す
る
ね
ら
い
で
、

市
町
村
に
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

策
定
の
時
期
は
。

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
従
事
者
の
減

少
な
ど
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
担
い
手

と
な
る
新
規
就
農
者
の
確
保
や
小
規
模
農

業
者
へ
の
支
援
、
有
害
鳥
獣
対
策
、
地
域

に
お
け
る
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
基
盤

の
整
備
な
ど
多
様
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

産
業
課
長

　

２
０
２
０
年
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、

65
歳
以
上
の
従
事
者
の
割
合
で
71
・
７
％
、

75
歳
以
上
の
従
事
者
の
割
合
は
40
・
３
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

高
齢
化
に
対
す
る
主
な
対
策
で
は
、

農
業
従
事
者
の
確
保
対
策
と
し
て
、

農
業
担
い
手
育
成
支
援
事
業
を
行
う
。

　

新
た
な
担
い
手
の
確
保
対
策
と
し
て
、

就
農
前
お
よ
び
就
農
期
の
初
期
的
経
費

相
当
を
交
付
す
る
国
の
新
規
就
農
者
育
成

総
合
対
策
事
業
と
県
・
村
の
制
度
を
あ
わ
せ

て
行
う
こ
と
で
、
新
規
就
農
者
や
親
元

就
農
者
を
確
保
し
て
い
く
。
今
年
度
、

各
制
度
５
人
が
対
象
と
な
り
、
将
来
の

担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

質　

問

　

米
価
が
見
直
さ
れ
、
経
営
に
影
響
が

出
て
く
る
。今
ま
で
生
産
調
整
等
が
あ
り
、

質　

問

　

昨
年
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が

改
正
さ
れ
た
。
村
の
認
識
と
取
組
み
は
。

　

ま
た
、
現
在
、
木
島
平
の
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、村
の

実
態
、
対
策
は
。

村　

長

　

同
基
本
法
は
、
世
界
的
な
気
候
変
動
に

よ
る
食
料
生
産
の
不
安
定
化
、
世
界
的
な

人
口
増
加
、
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
な
ど

に
よ
り
、
国
民
の
食
料
安
全
保
障
を
柱
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

人
口
減
少
に
伴
う
農
業
者
の
減
少
等
が

進
む
状
況
に
お
い
て
も
、
安
定
し
て
食
料

を
供
給
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
と
し
て
、

農
地
の
集
積
や
集
約
化
の
推
進
、
生
産

基
盤
の
整
備
・
保
全
、環
境
負
荷
の
低
減
、

経
営
の
安
定
化
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
下
に
お
け
る
農
村
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
を
明
確
化
し
、

協
働
活
動
の
促
進
や
関
係
人
口
の
増
加
、

中
山
間
地
域
の
振
興
な
ど
が
具
体
的
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
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食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の

改
正
へ
の
取
組
み
は

質　

問

村　

長

質　

問

村　

長

質　

問

質　

問

「
令
和
の
米
騒
動
」
と

　  

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
へ
の
対
応
は

山 

本　

隆 

樹  

議
員

◀一般質問
　会議録

こ
の
ほ
か
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・�

急
速
な
高
齢
化
で
認
知
症
は
、
い
ま

や
誰
も
が
な
り
得
る
。
村
の
現
状
は

・
「
新
し
い
認
知
症
観
」
の
普
及

・
地
域
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し

・
当
事
者
の
意
思
尊
重

・
新
た
な
知
見
や
技
術
の
活
用

・�

地
域
の
実
情
や
特
性
を
生
か
し
た

　

取
組
み

産
業
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

認
知
症
基
本
法
の
推
進
に
つ
い
て



村　

長

　

大
前
提
と
な
る
の
は
、
や
は
り
平
和
。

単
に
平
和
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
だ
け
で

は
そ
の
平
和
を
守
れ
な
い
。
戦
争
を
起
こ

す
た
め
の
費
用
で
は
な
い
。
む
し
ろ
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
、
戦
争
を
起
こ
さ
な

い
、
自
分
の
国
は
自
分
で
守
っ
て
い
く
た

め
の
防
衛
費
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

村
民
の
要
望
を
取
り
上
げ
、
学
校
給
食

費
無
償
化
、
18
歳
未
満
医
療
費
無
料
化
を

実
施
す
る
こ
と
は
評
価
し
た
い
。

　

財
政
調
整
基
金
が
年
々
減
少
し
て
い
る

中
で
、公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
高
額

な
予
算
捻
出
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

総
務
課
長

　

公
共
施
設
の
維
持
管
理
更
新
は
、
公
共

施
設
基
金
を
充
当
し
、
国
・
県
の
補
助
金
、

地
方
債
等
を
想
定
。
今
後
の
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
お
よ
び
財
政
状
況
等
を
確
認
し

な
が
ら
、
総
合
管
理
計
画
を
そ
の
ま
ま

進
め
る
の
で
は
な
く
、
将
来
動
向
を
確
認
、

検
討
し
な
が
ら
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　　

計
画
の
中
の
「
第
３
期
木
島
平
村
総
合

戦
略
」
で
は
、
令
和
７
年
か
ら
４
年
間
の

出
生
数
の
目
標
を
１
年
平
均
21
人
と
し
て
、

人
口
目
標
を
22
年
３
５
６
０
人
、
42
年

２
９
１
０
人
と
設
定
し
て
い
る
。
６
年
度

出
生
数
は
６
人
と
一
桁
で
あ
り
、
大
き
な

反
響
が
あ
っ
た
。
目
標
と
大
き
な
乖か

い
り離

が

あ
る
が
。

村　

長

　

現
状
を
見
た
目
標
よ
り
、
村
の
将
来
を

見
据
え
た
目
標
設
定
が
必
要
と
考
え
る
。

　

今
後
、村
民
の
皆
様
に
も
参
加
い
た
だ
き
、

ま
た
検
証
し
な
が
ら
必
要
な
計
画
変
更
も

視
野
に
入
れ
て
進
め
て
い
く
。

総
務
課
長

　

こ
の
計
画
の
Ｋ
Ｇ
Ｉ
（
重
要
目
標
達
成

指
標
）
と
し
て
定
め
た
も
の
。
出
生
数
は
、

村
全
体
の
目
標
人
口
達
成
の
た
め
に
必
要

な
目
標
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
年
度
ご
と

に
見
直
し
な
が
ら
、
今
後
も
人
口
減
少

対
策
、
少
子
化
対
策
を
強
力
に
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

　

計
画
概
要
版
を
全
戸
配
布
し
、計
画
関
連

の
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
区

づ
く
り
懇
談
会
等
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　

道
の
駅
支
援
機
構
に
よ
る
運
営
改
善

計
画
は
ど
う
生
か
し
、
今
回
の
再
整
備

計
画
に
ど
う
取
り
入
れ
る
か
。

産
業
企
画
室
長

　

参
考
に
し
た
部
分
は
、市
場
調
査
結
果
と

現
状
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
の
方
策
。

　

市
場
調
査
結
果
は
、潜
在
的
な
需
要
予
測

と
し
て
、
１
億
５
０
０
０
万
円
か
ら
２
億

円
が
示
さ
れ
、
３
年
目
の
売
上
高
を
１
億

５
０
０
０
万
円
と
設
定
し
て
い
る
。

　

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
方
策
は
、
動
線
の

確
保
や
、
米
ど
こ
ろ
の
道
の
駅
と
し
て
、

魅
力
を
十
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

こ
と
な
ど
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　

説
明
会
が
２
回
の
み
で
あ
れ
ば
、そ
の
後

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
の
強
い
要
望
が
出
て
い
る
。

村　

長

　

現
時
点
で
は
、３
月
に
２
回
の
予
定
だ
が
、

今
後
、
事
業
が
具
体
化
す
る
に
つ
れ
て
、

説
明
会
等
が
必
要
と
考
え
る
。

産
業
企
画
室
長

　

現
時
点
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
考
え
て
い
な
い
。

村　

長

　

高
齢
者
の
一
時
居
住
施
設
と
し
て
、福
寿
苑

を
活
用
し
運
営
を
図
っ
て
き
た
経
過
が
あ
る
。

民
生
課
長

　

現
段
階
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
な
が
ら
、
自
宅
で
過

ご
せ
る
援
助
を
行
っ
て
い
く
。

　

現
状
は
、
施
設
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、

利
用
料
の
状
況
等
も
あ
り
、
す
ぐ
に
対
応

す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

　

国
の
予
算
は
、村
の
予
算
、財
政
、村
民

の
暮
ら
し
に
大
き
く
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。

令
和
７
年
度
政
府
予
算
案
を
ど
の
よ
う
に

評
価
す
る
か
。　

村　

長

　

地
方
交
付
税
や
地
方
創
生
関
連
の
予
算

が
十
分
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
増
額

さ
れ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

　

22
年
度
か
ら
わ
ず
か
３
年
間
で
３
兆

３
０
０
０
億
円
も
増
加
し
て
い
る
。防
衛
費

の
増
額
方
針
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
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第
７
次
総
合
振
興
計
画
を

ど
の
よ
う
に
理
解
を
得
て
進
め
る
か

村　

長

村　

長

村　

長

村　

長

村　

長
政
府
予
算
案
の
評
価
と
政
治
姿
勢
は 村

民
の
要
望
や
意
見
を

　
　
　
　
　
い
か
に
村
政
に
反
映
さ
せ
る
か

山 

浦　
　

登  

議
員

◀一般質問
　会議録

産
業
企
画
室
長

総
務
課
長

防
衛
費
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
％
を
超
え
、２
％
に

道
の
駅
再
整
備
計
画
に
つ
い
て

よ
り
丁
寧
な
説
明
と
理
解
を
得
る
努
力
を

一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い
て

総
務
課
長

冬
季
間
、
高
齢
者
の
た
め
の

集
合
住
宅
を
提
供
で
き
な
い
か

民
生
課
長

防衛費が突出し、他の科目は前年度物価上昇率を
いずれも下回り実質的に前年度より減額となっている。

産
業
企
画
室
長



学
習
」「
２
泊
３
日
の
修
学
旅
行
」、中
学

校
で
は「
未
来
塾
」「
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の

国
際
交
流
」
な
ど
。

◆
今
後
は「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」の
設
置
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
条
例
」
の
制
定
、

「
平
和
教
育
の
導
入
と
広
島
訪
問
」 「
大
学

と
の
教
育
連
携
の
強
化
」
な
ど
を
予
定
。

質　

問

　

県
が
進
め
る 

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

実
践
校
」
制
度
へ
の
応
募
と
考
え
は
。

　

人
間
力
・
生
き
抜
く
力
を
つ
け
る
た
め

の
取
組
み
は
。

教
育
長

　

村
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
は
既
に
「
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
」（
身
体
的
・
精
神
的
・
社
会

的
に
良
好
な
状
態
）
の
趣
旨
を
満
た
し
て

お
り
、
応
募
の
必
要
性
は
低
い
と
判
断
。

　

小
中
合
同
職
員
会
で
は
次
の
４
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
Ｐ
）
を
発
足
。

・
木
島
平
の
魅
力
発
見
Ｐ

　
　

小
中
９
年
間
の
体
験
学
習
を
系
統
化

・
未
来
を
つ
く
る
授
業
の
構
築
Ｐ

　
　

子
供
の
学
び
や
学
力
向
上
を
検
証

・
誰
も
が
学
び
や
す
い
学
校
Ｐ

　
　

居
場
所
づ
く
り
と
学
び
の
保
障

　
　

子
供
中
心
の
学
校
支
援

・
子
供
た
ち
の
た
め
の
改
善
Ｐ

　
　

学
校
施
設
の
環
境
を
検
証

質　

問

　

教
育
分
野
で
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

「
地
域
活
性
化
起
業
人
」
等
の
導
入
は
。  

（
例
：
授
業
の
Ｉ
Ｔ
化
の
サ
ポ
ー
ト
、児
童

ク
ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
や

プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
企
画
な
ど
）

子
育
て
支
援
課
長

　

定
着
や
連
携
に
課
題
も
あ
る
た
め
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

質　

問

　

ケ
ヤ
キ
の
森
公
園
の
「
川
遊
び
の
環
境

整
備
」「
見
守
り
体
制
」「
遊
び
場(

杉
林
の

中)

構
想
」
へ
の
取
組
み
は
。

子
育
て
支
援
課
長

◆
河
床
整
備
は 

既
に
北
信
建
設
事
務
所
で

完
了
し
、
春
作
業
は
不
要
と
考
え
て
い
る
。

◆
見
守
り
体
制
は 

学
校
運
営
協
議
会
等

で
協
議
予
定
。

◆
遊
び
場
構
想
は 

土
地
所
有
の
整
理
を

踏
ま
え
、今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
、学
校

運
営
協
議
会
で
も
共
有
中
。

質　

問

　

村
づ
く
り
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
や

ア
ピ
ー
ル
を
強
化
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
は
。

村　

長

　

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
う
村
民
を

増
や
す
こ
と
が
一
番
大
事
。

　

米
や
木
島
平
で
の
子
育
て
の
魅
力
を

し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

村　

長

◆
再
整
備
は
「
村
の
魅
力
発
信
や
賑
わ
い

の
拠
点
」
と
し
て
必
要
。
老
朽
化
に
よ
り
、

安
全
面
か
ら
も
現
状
維
持
は
で
き
な
い
。

◆
導
入
予
定
の
機
能
は 

農
産
物
販
売
や

イ
ベ
ン
ト
、
子
供
向
け
機
能
の
強
化
等
で
、

多
く
の
村
民
が
関
わ
る
賑
わ
い
の
場
に
、

ま
た
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
 (※1)
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
 (※2)
を
設
け
、
関
係

人
口
拡
大
や
産
業
創
出
に
も
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

 (※1)�
仕
事
や
学
習
等
で
利
用
で
き
る
場
所
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
等
で
の
利
用
も
多
い
。

 (※2)
起
業
希
望
の
事
業
者
等
が
店
舗
等
を
も
つ

　

前
に
、お
試
し
で
挑
戦
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
。

産
業
企
画
室
長

◆
整
備
概
要
（
案
）
は 

そ
ば
処
な
ど
、

現
店
舗
側
の
建
物
を
残
し
、老
朽
化
著
し
い

マ
ル
シ
ェ
ホ
ー
ル
側
を
解
体
、
小
規
模
な

建
物
を
新
た
な
配
置
で
新
築
予
定
。

◆
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル(

案)

は 

・
今
年
度 

指
定
管
理
候
補
者
選
定(

公
募)

・
令
和
８
年
度 

設
計

・
令
和
９
～
10
年
度 

工
事

　

(

工
事
中
、
現
店
舗
休
業
の
可
能
性
大)

・
令
和
10
年
秋
の
開
業
を
め
ざ
す

◆
指
定
管
理
者
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は 

　

条
件
見
直
し
等
で
、
再
公
募
を
検
討
。

◆
既
存
の
「
加
工
機
器
」
の
扱
い
は 

　

指
定
管
理
候
補
者
と
精
査
し
、
対
応
を

整
理
す
る
。

質　

問

　

説
明
会
で
示
す
案
の
「
位
置
づ
け
」
と

反
対
意
見
が
多
い
場
合
の
対
応
等
は
。

村　

長

◆
提
示
す
る
案
は 

た
た
き
台
で
あ
り
、

意
見
を
聞
き
な
が
ら
具
体
化
し
て
い
く
。

◆
再
整
備
を
行
わ
な
い
場
合 

危
険
な
部

分
、
ま
た
は
全
体
の
解
体
撤
去
を
す
る
。

産
業
企
画
室
長

◆
反
対
意
見
が
多
い
場
合 
解
体
撤
去
も

含
め
て
再
検
討
。

質　

問

　

村
が
前
面
に
打
ち
出
し
た
い「
特
色
あ
る

教
育
・
子
育
て
政
策
」
は
。

教
育
長

◆
一
番
の
特
色
は 

東
京
大
学
大
学
院
と
の

連
携
に
よ
る「
児
童
・
生
徒
主
体
の
探
求
と

協
働
の
授
業
づ
く
り
・
学
校
づ
く
り
」。

◆
特
色
あ
る
取
組
み
は 

小
学
校
で
は

「
全
校
参
加
の
米
作
り
」「
八
丈
島
の
体
験

議会だより 2025. ５（No.271）
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質　

問

村　

長

村　

長

質　

問

教
育
長

産
業
企
画
室
長

「
道
の
駅 

フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
」

再
整
備
の
必
要
性
と
村
の
構
想（
案
）は

子
育
て
支
援
課
長

魅
力
あ
る
村
づ
く
り
と
村
政
運
営
を

〝
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
×
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
〟
の
魅
力
で

                                  

「
選
ば
れ
る
木
島
平
」
に
！！

江 

田　

宏 

子  

議
員

◀一般質問
　会議録

村　

長

産
業
企
画
室
長

教
育
や
子
育
て
環
境
の　

「
特
色
」「
独
自
性
」の
ア
ピ
ー
ル
を

質　

問

教
育
長

質　

問

質　

問

質　

問

子
育
て
支
援
課
長

　

ほ
か「
国
・
県
と
の
連
携
」や「
財
源

確
保
」の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て
質
問
。



の
維
持
確
保
を
図
り
、
更
な
る
農
業
施
策

の
推
進
の
た
め
に
、
近
年
頻
発
し
て
い
る

異
常
気
象
や
自
然
災
害
等
で
の
農
家
の

収
入
減
に
対
応
す
る
た
め
の
施
策
が
早
急

に
必
要
と
考
え
る
が
。

産
業
課
長

　

自
然
災
害
同
様
に
、
農
業
者
の
経
営

努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
リ
ス
ク
か
ら
、

農
業
収
入
の
減
収
を
保
障
で
き
る
「
収
入

保
険
制
度
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
果
樹
、

野
菜
な
ど
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
い
作
物

を
栽
培
し
て
い
る
方
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

制
度
と
認
識
し
て
い
る
。
木
島
平
村
は

水
稲
、
畑
作
の
作
型
で
あ
る
た
め
、
今
後

も
農
業
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
具
体
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質　

問

　

令
和
７
年
４
月
策
定
予
定
の
「
木
島

平
村
教
育
振
興
基
本
計
画
前
期
（
案
）」

の
中
に
、「
木
島
平
型
教
育
の
推
進
」
に

つ
い
て
７
項
目
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
施
策

や
実
施
計
画
は
。

教
育
長

　

す
で
に
６
年
度
の
教
育
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
も
あ
り
、
７
年
度
の

質　

問

　

過
去
６
回
の
一
般
質
問
の
答
弁
に
つ

い
て
「
検
討
し
ま
す
」
な
ど
の
先
送
り
や

棚
上
げ
し
た
内
容
の
答
弁
が
多
く
見
受

け
ら
れ
る
が
、
回
答
責
任
者
の
意
識
を

変
え
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、
任
命
権
者

と
し
て
の
村
長
の
見
解
は
。

村　

長

　
「
検
討
し
ま
す
」
の
表
現
は
、
再
質
問

以
降
で
回
答
す
る
場
面
が
多
い
と
認
識
し

て
い
る
。

　

今
後
は
、
検
討
結
果
や
状
況
等
の
報
告

に
つ
い
て
迅
速
な
対
応
に
努
め
て
い
き
た

い
。ま
た
、「
で
き
る
」「
で
き
な
い
」「
検
討

継
続
」
な
ど
庁
議(

課
長
会
議)

で
諮
っ
て

迅
速
な
対
応
を
す
る
よ
う
促
し
た
い
。

質　

問

　

村
長
は
常
々
「
木
島
平
村
は
観
光
と

農
業
の
村
だ
」
と
発
言
し
て
い
る
が
、

現
状
は
ど
う
か
。
村
民
の
立
場
に
立
っ
た

発
言
、
村
民
目
線
で
の
発
言
と
は
ま
っ
た

く
裏
腹
で
、
不
誠
実
と
も
と
れ
る
対
応
と

し
て
、民
法
２
１
０
条
「
囲
繞
地
（
い
に
ょ

う
ち
）
通
行
権
」
に
つ
い
て
伺
う
。

　

現
在
、
ス
キ
ー
場
敷
地
に
隣
接
し
て

囲
繞
地(

袋
地)

の
状
態
に
な
っ
て
い
る

場
所
に
住
ん
で
い
る
村
民
や
事
業
者
が

い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

産
業
課
長

　

囲
繞
地
通
行
権
の
把
握
の
状
況
と
対
応

に
つ
い
て
は
、
２
月
上
旬
に
関
係
者
と
、

現
状
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

契
約
の
中
で
も
、
従
前
の
立
入
権
な
ど
は

制
約
を
課
さ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
今
回
の
要
望
を
受
け
、
運
営

事
業
者
と
も
協
議
を
し
、
改
め
て
文
章
化

し
同
意
す
る
文
書
を
交
わ
す
了
承
を
得
て
、

手
続
き
を
進
め
て
い
く
。

質　

問

　

早
く
契
約
が
進
む
と
い
う
理
解
で
良

い
か
。

産
業
課
長

　

現
在
、
囲
繞
地
の
状
況
に
あ
る
方
が

複
数
い
る
。
村
が
仲
介
に
入
り
、
権
利

が
あ
る
こ
と
、
権
利
が
守
ら
れ
る
こ
と
を
、

明
文
化
し
て
い
く
こ
と
を
説
明
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

質　

問

　

農
業
関
係
の
支
援
事
業
を
複
数
展
開

し
て
い
る
が
、
更
に
農
業
経
営
の
安
定
化

を
図
り
、農
家
の
栽
培
意
欲
向
上
や
農
作
地

学
校
運
営
や
教
育
内
容
、
学
校
行
事
等
に

位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
は
位
置
づ
け
て
計

画
を
し
て
い
る
。

質　

問

　

７
項
目
す
べ
て
に
つ
い
て
聞
き
た
い
が
、

１
番
目
の
「
他
者
と
の
共
同
に
よ
る
『
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
』
で
、
確
か

な
学
力
と
自
律
性
を
育
む
木
島
平
型
教
育

の
充
実
」
の
内
容
は
。

教
育
長

　

東
京
大
学
と
の
連
携
協
定
の
中
で
進
め

て
い
る
「
探
究
と
協
同
の
学
び
」
が
、
主

体
的
で
対
話
的
で
深
い
学
び
と
理
解
し
て

い
る
。
そ
の
こ
と
を
通
し
て
確
か
な
学
力

の
自
律
性
を
育
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
を

継
続
し
て
や
っ
て
い
る
。

質　

問

　

県
か
ら
「
信
州
型
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
※

認
証
制
度
」
へ
の
対
応
を
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
村
の
対
応
は
。

教
育
長

　

県
か
ら
は
具
体
的
な
指
示
は
き
て
い

な
い
。

　

現
在
、
岳
北
地
域
で
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ぱ
ー
む
ぼ
い
す
」
が
唯
一
認
証
を
得
て

い
る
が
、
本
村
の
小
中
学
生
が
利
用
し
て

い
る
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。
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村
観
光
施
設
運
営
会
社
と
の
向
き

合
い
方
と
村
民
へ
の
対
応
に
つ
い
て

議
会
一
般
質
問
の
対
応
に
つ
い
て

村　

長

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

目
的
や
目
的
意
識
を
明
確
に
し
て
業
務
の
遂
行
を

湯 

本　

直 

木  

議
員

◀一般質問
　会議録

産
業
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

農
業
経
営
の
基
盤
安
定
に
つ
い
て

木
島
平
村
教
育
振
興
基
本
計
画

前
期(

案)

に
つ
い
て

教
育
長

教
育
長

教
育
長

質　

問

質　

問
信
州
型
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

認
証
制
度
へ
の
対
応
に
つ
い
て

※
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
は
…

主
に
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ

る
教
育
機
関
。
公
的
な
学
校
で
は
な
く
、

目
的
に
よ
り
規
模
や
形
態
は
様
々
。



広
域
連
合
分
担
金
な
ど
も
増
額
に
な
る
。

財
政
計
画
で
は
、
４
年
後
の
財
政
調
整

基
金
の
見
込
額
は
ど
の
く
ら
い
と
推
測

さ
れ
る
か
。

総
務
課
長

　

今
の
計
画
（
１
２
０
０
万
円
）
よ
り

３
億
円
程
度
増
え
る
。

質　

問

　

潜
在
的
な
需
要
予
測
と
し
て
、
１
億

５
０
０
０
万
円
か
ら
２
億
円
と
い
う
が
、

昨
年
１
年
間
の
道
の
駅
と
食
彩
市
場
た
る

川
を
合
わ
せ
た
売
上
額
は
７
８
８
０
万
円
。

こ
れ
で
事
業
が
成
功
す
る
か
。

産
業
企
画
室
長

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
３
年
目
の
売
上
高

１
億
５
０
０
０
万
円
を
達
成
で
き
る
可
能

性
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質　

問

　

過
去
の
質
問
で
、
収
益
事
業
に
関
わ
る

赤
字
補
填
、
駅
長
・
事
務
員
の
経
費
を

村
か
ら
支
出
し
な
い
と
答
弁
さ
れ
た
が
、

そ
の
方
針
に
変
わ
り
な
い
か
。

産
業
企
画
室
長

　

変
わ
り
は
な
い
。

質　

問

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
昨
年

度
よ
り
４
億
７
６
３
８
万
円
、
12
・
８
％

増
加
し
て
い
る
。
そ
の
要
因
は
。

総
務
課
長

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
人
件
費
、
物
価

高
騰
に
伴
う
費
用
、
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
の

大
規
模
改
修
負
担
金
、
村
営
住
宅
建
設

事
業
費
等
の
増
額
が
主
な
要
因
。

質　

問

　

財
政
調
整
基
金
が
、
昨
年
11
月
に
提
示

さ
れ
た
額
よ
り
４
０
５
３
万
円
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因
は
。

総
務
課
長

　

令
和
６
年
度
補
正
予
算
の
財
源
に
充
当

し
た
。

質　

問

　

少
子
化
対
策
は
、
結
婚
対
策
、
若
い

世
代
の
働
く
場
所
の
確
保
、
遠
隔
地
通
勤

助
成
、
他
地
区
か
ら
若
い
世
代
が
移
住

し
た
く
な
る
対
策
も
必
要
。

村　

長

　

若
者
住
宅
、
新
規
就
農
、
創
業
支
援
、

事
業
承
継
支
援
策
な
ど
を
網
羅
的
に
取
り

組
む
。

質　

問

　

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
業
務
委
託
料
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ス
キ
ー
場
、
馬
曲

温
泉
な
ど
主
要
な
観
光
施
設
を
民
営
化

し
た
中
で
、「
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
ね
ら
い
」

と
「
業
者
に
委
託
す
る
理
由
」
は
。

産
業
課
長

　

村
全
体
を
資
源
と
し
て
捉
え
、
事
業
者
、

地
域
の
人
、
関
係
す
る
組
織
全
体
で
目
標

を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
つ
く
り
、

一
体
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
の
指
針
と
な
る
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
す
る
。

　

観
光
事
業
は
専
門
性
の
高
い
事
業
で
あ

り
、
知
見
や
経
験
の
豊
富
な
事
業
者
を

想
定
し
、
作
成
の
手
法
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
く
。

質　

問

　

予
算
が
年
々
膨
れ
て
い
る
。
事
業
の

選
択
と
集
中
が
大
事
。
後
々
に
困
ら
な
い

基
金
の
確
保
が
で
き
る
の
か
。

村　

長

　

将
来
、
困
る
よ
う
な
状
況
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
く
。

質　

問

　

実
施
計
画
に
な
い
道
の
駅
再
整
備

事
業
費
、
開
業
後
の
指
定
管
理
費
の
ほ
か
、

質　

問

　

再
整
備
に
関
す
る
運
営
事
業
者
が

納
め
る
納
付
金
は
い
く
ら
か
。

産
業
企
画
室
長

　

収
益
施
設
の
建
設
に
要
し
た
村
の

実
負
担
額
を
耐
用
年
数
で
割
っ
て
得
た

額
を
基
本
と
す
る
。
現
時
点
、
収
益
施
設

と
公
益
施
設
ご
と
の
詳
細
な
建
設
事
業
費

ま
で
は
把
握
し
て
い
な
い
た
め
、
具
体
的

な
額
は
示
せ
な
い
。

質　

問

　

再
整
備
に
要
す
る
村
の
実
質
的
な
負
担

額
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

産
業
企
画
室
長

　

現
時
点
の
総
事
業
費
は
約
６
億

２
７
０
０
万
円
で
あ
り
、
納
付
金
を
考
慮

し
な
い
場
合
、
補
助
金
と
過
疎
債
の
交
付

税
措
置
分
を
除
い
た
村
の
負
担
額
は
２
億

円
弱
を
見
込
ん
で
い
る
。

質　

問

　

施
設
完
成
後
の
指
定
管
理
費
の
額
は
。

産
業
企
画
室
長

　

現
時
点
で
は
具
体
的
な
額
は
示
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
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村
の
予
算
は
膨
れ
て
い
る
が
大
丈
夫
か

道
の
駅
は
成
功
す
る
か

村
の
負
担
額
は

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

村　

長

質　

問

質　

問

村　

長

膨
れ
る
村
の
予
算
。
財
政
は
大
丈
夫
か
？

山 

﨑　

栄 

喜  

議
員

◀一般質問
　会議録

総
務
課
長

産
業
課
長

総
務
課
長

産
業
企
画
室
長

産
業
企
画
室
長

産
業
企
画
室
長

産
業
企
画
室
長

産
業
企
画
室
長

質　

問

質　

問

　

こ
の
ほ
か
、２
月
22
日
に
、ス
キ
ー

場
線
の
数
か
所
で
発
生
し
た
事
故

（
計
12
台
の
車
が
追
突
、２
時
間
以
上

通
行
で
き
な
か
っ
た
）
に
関
し
て
、

ス
キ
ー
場
線
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

総
務
課
長



だ
っ
た
が
、
手
間
は
な
く
な
っ
た
。

　

加
入
に
個
人
の
選
択
肢
が
な
く
、
民
営

を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
強
制

保
険
で
の
対
応
、
個
人
加
入
の
保
険
・

共
済
で
十
分
で
は
。

村　

長

　

区
の
役
員
に
お
願
い
し
て
き
た
が
、

そ
の
事
務
を
解
消
し
、村
民
の
皆
さ
ん
に

こ
の
制
度
で
安
心
を
得
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

生
活
保
障
す
る
制
度
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
見
舞
金
の
制
度
で
あ
る
。
今
後
も

こ
の
事
業
は
継
続
し
て
行
う
。

質　

問

①�

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
と
の
中
学
生

の
交
流
事
業
は
20
年
続
い
て
い
る
が
、

村
民
の
認
知
度
、
事
業
の
評
価
は
。

②�

渡
航
に
あ
た
り
、
旅
行
会
社
任
せ
で

い
い
の
か
。
生
徒
以
外
の
参
加
者
数
は
。

③�
す
で
に
１
０
０
人
超
が
参
加
し
、
上
級

の
学
び
を
終
え
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
と

信
じ
て
い
る
。
そ
の
方
々
に
事
業
へ
の

協
賛
金
、
寄
付
を
お
願
い
し
、
発
展
に

寄
与
し
て
い
た
だ
い
た
ら
ど
う
か
。

子
育
て
支
援
課
長

①�

参
加
者
が
報
告
を
提
出
し
、
全
校
生
徒

軽
減
で
き
な
い
か
。

村　

長

①�

共
同
作
業
な
ど
地
域
の
活
動
は
安
全
に

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
掛
金
の
補
助

に
つ
い
て
は
考
え
た
い
。

総
務
課
長

②�

耐
震
工
事
済
は
４
件
、
新
築
は
５
件
。

今
後
を
含
め
る
と
13
地
区
に
な
る
。

各
区
の
保
険
加
入
内
容
は
把
握
し
て

い
な
い
。
地
震
保
険
等
の
掛
金
の
補
助

は
考
え
て
い
な
い
。

③�

寄
付
金
、
募
金
は
善
意
、
任
意
で
あ
る
。

行
政
が
過
度
に
関
わ
れ
な
い
が
、
取
扱

い
方
法
等
で
ご
意
見
が
あ
れ
ば
、
各
団

体
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

④�

令
和
８
年
度
に
向
け
、
補
助
率
改
善
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質　

問

　

昭
和
43
年
、
交
通
戦
争
と
言
わ
れ
た
頃
、

主
に
交
通
弱
者
の
子
ど
も
、
高
齢
者
の

被
害
事
故
に
備
え
る
と
し
て
、
交
通
災
害

共
済
が
発
足
し
た
。
加
入
は
任
意
だ
が
、

村
は
、
昨
年
か
ら
全
村
民
公
費
加
入
と

し
た
。
少
額
な
掛
金
の
収
受
が
煩
雑
で
、

手
数
が
か
か
り
、
各
区
で
の
対
応
は
大
変

の
前
で
文
化
の
違
い
や
、
感
じ
取
っ
た

所
感
を
報
告
し
て
い
る
。
個
々
の
交
流

を
継
続
し
て
い
る
方
も
い
る
。
学
校

広
報
で
知
ら
せ
て
い
る
。

②�

学
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
現
地
の
担
当
者
で

詳
細
を
協
議
し
て
決
め
て
い
る
。
海
外

　

旅
行
で
あ
る
た
め
、
旅
行
代
理
店
に

　

安
全
対
応
を
依
頼
し
て
い
る
。
生
徒

　

以
外
は
３
人
。

③�

今
年
は
、
負
担
金
を
増
額
す
る
予
定
。

協
賛
金
で
賄
う
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

国
際
交
流
基
金
の
活
用
な
ど
を
調
査

し
、
財
源
確
保
に
努
め
た
い
。

質　

問

　

村
制
施
行
70
周
年
、
調
布
市
と
の
姉
妹

都
市
盟
約
40
周
年
と
な
る
。

　

予
算
計
上
し
て
あ
る
計
画
を
伺
う
。

村　

長

　

そ
れ
ぞ
れ
節
目
の
年
で
あ
る
。
先
住
の

皆
さ
ん
の
苦
労
や
努
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
の
節
目
。
今
後
の
村
の
発
展
・
繁
栄
、

調
布
市
と
の
交
流
の
益
々
の
推
進
を
図
っ
て

い
く
大
事
な
機
会
と
位
置
付
け
て
い
る
。

総
務
課
長

　

村
制
施
行
70
周
年
事
業
で
は
、
10
月
19

日
に
記
念
式
典
を
開
催
し
、
桐と

う
ほ
う朋

学
園
の

演
奏
も
行
う
。

　

ま
た
、
60
周
年
で
も
行
っ
た
が
、
各

地
区
の
集
合
写
真
の
撮
影
を
お
願
い
し

て
い
る
。

質　

問

　

各
集
落
は
、
高
齢
化
、
少
子
化
、
人
口

減
少
で
運
営
す
る
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

共
同
活
動
す
る
に
も
人
出
不
足
で
、
村
の

事
業
の
一
部
を
こ
な
す
に
も
大
変
で
あ
る
。

①�

区
は
環
境
整
備
な
ど
の
共
同
作
業
で
の

事
故
に
備
え
、
傷
害
保
険
、
賠
償
保
険

に
加
入
し
て
い
る
が
、
保
険
掛
金
へ

の
補
助
は
。

②�

分
館
の
耐
震
化
の
進
捗
状
況
は
、
火
災

共
済
の
加
入
は
充
分
か
。
地
震
保
障
を

加
え
る
と
掛
金
が
多
額
と
な
る
。
再
建

す
る
に
も
村
の
支
援
は
３
割
が
限
度
。

共
済
掛
金
補
助
の
方
が
良
案
で
は
。

③�

寄
付
募
金
、
学
校
支
援
金
、
後
援
会
費

な
ど
区
費
で
一
括
支
払
い
を
行
う
区

は
多
い
。
目
的
額
は
達
成
で
き
る
が
、

募
金
意
識
が
希
薄
化
す
る
。
区
任
せ

の
あ
り
様
は
検
討
に
値
す
る
。
役
場
の

仕
事
で
は
な
い
が
、
区
長
に
依
頼
す
る

に
は
、
各
団
体
に
事
業
の
主
旨
を
啓
発

さ
せ
る
べ
き
。

④�

消
防
団
の
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

活
動
に
は
感
謝
し
て
い
る
。
ホ
ー
ス

な
ど
の
装
備
品
の
３
割
は
区
の
負
担
。
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村　

長

質　

問

村　

長

質　

問

質　

問

質　

問

村　

長

集
落
へ
の
行
政
交
付
金
を
増
や
さ
な
い
か 各

集
落
に
元
気
の
出
る
支
援
を
求
め
る関　

　

達  

夫  

議
員

◀一般質問
　会議録

総
務
課
長

交
通
安
全
共
済
の
全
村
加
入
は
必
要
か

総
務
課
長

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
交
流
事
業
の
見
直
し
を

先
人
の
苦
労
を
忘
れ
な
い

子
育
て
支
援
課
長



結
果
が
出
る
と
は
思
え
な
い
。

　

入
口
で
の
通
行
量
調
査
も
周
辺
人
口

調
査
も
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
市
場
調
査

が
、
極
め
て
不
十
分
だ
と
考
え
な
い
か
。

産
業
企
画
室
長

　

令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
市
場
調
査
の

内
容
で
あ
り
、
不
十
分
で
は
な
い
。

質　

問

　
４
年
も
経
て
ば
状
況
は
変
わ
る
。通
行
量

調
査
は
ど
こ
で
行
っ
た
も
の
か
。

産
業
企
画
室
長

　

国
道
４
０
３
号
の
飯
山
市
木
島
の
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
の
前
と
大
町
の
区
民
会
館
の
前

の
通
行
量
を
合
算
し
て
２
で
割
っ
た
数
字

を
使
っ
て
い
る
。

質　

問

　

通
行
量
は
入
口
前
で
調
査
す
る
も
の
。

　

計
画
段
階
か
ら
運
営
事
業
者
が
加
わ
る

こ
と
で
事
業
が
う
ま
く
い
く
と
考
え
て

い
る
が
、
大
丈
夫
か
。

産
業
企
画
室
長

　

運
営
事
業
者
の
意
見
を
設
計
段
階
か
ら

反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
維
持
管
理

が
し
や
す
く
、
コ
ス
ト
削
減
と
来
場
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

質　

問

　

主
体
性
も
持
た
ず
、
知
恵
も
出
さ
ず
、

汗
も
か
か
な
い
。
そ
ん
な
計
画
で
う
ま
く

い
っ
た
例
は
な
い
と
思
う
。

　

こ
の
村
は
、
誰
が
指
導
力
を
発
揮
す
る

の
か
。

村　

長

　

私
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

質　

問

　

男
性
の
産
休
取
得
率
が
高
く
、
所
得
格

差
、
そ
れ
か
ら
役
員
に
な
る
格
差
が
少
な

い
産
業
は
Ｉ
Ｔ
産
業
で
あ
る
。
こ
こ
に

絞
っ
て
誘
致
活
動
を
し
た
ら
ど
う
か
。

村　

長

　

そ
の
よ
う
な
若
い
皆
さ
ん
が
憧
れ
る

よ
う
な
仕
事
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
が
、

可
能
か
ど
う
か
は
別
だ
と
思
う
。

質　

問

　

就
労
の
場
の
確
保
・
創
出
を
掲
げ
て
い
る

が
、
具
体
的
に
し
て
い
く
戦
略
は
何
か
。

産
業
課
長

　

事
業
承
継
と
創
業
支
援
補
助
金
制
度
の

見
直
し
を
行
う
。

質　

問

　

既
存
の
会
社
が
新
規
事
業
に
取
り
組
む

と
き
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
立
ち

上
げ
の
人
員
と
し
て
配
置
す
る
こ
と
は

考
え
な
い
か
。

産
業
課
長

　

今
後
、
考
え
て
い
き
た
い
。

質　

問

　
道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
再
整
備
計

画
が
示
さ
れ
た
。
計
画
書
を
読
ん
で
良
い

質　

問

　

第
３
期
木
島
平
村
総
合
戦
略
の
基
本

目
標
に
「
少
子
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

出
生
数
の
目
標
値
は
、
令
和
７
年
か
ら

令
和
10
年
ま
で
の
平
均
で
21
人
と
な
っ
て

い
る
が
、
令
和
６
年
度
の
出
生
数
が
６
人

で
あ
る
の
で
高
い
目
標
で
あ
る
。

　

村
の
少
子
化
の
原
因
は
何
だ
と
考
え
て

い
る
か
。

村　

長

　

若
者
の
流
出
、
晩
婚
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
。
子
育
て
に
対
す
る
経
済
的

な
不
安
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

総
務
課
長

　

庁
内
で
「
少
子
化
対
策
推
進
部
会
」
を

組
織
し
、
施
策
の
検
討
を
進
め
て
き
た
。

　

社
会
増
減
で
は
、
単
身
か
ら
新
婚
世
帯

向
け
の
賃
貸
物
件
が
無
く
、
地
域
活
動
に

対
す
る
負
担
が
大
き
い
こ
と
、
自
然
増
減

で
は
、
不
妊
治
療
へ
の
経
済
的
不
安
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
心
配
、
学
び
の
場
が
な
く

教
育
費
用
が
高
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。

質　

問

　

村
で
結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
は
、
令
和

元
年
６
組
、
令
和
２
年
３
組
、
令
和
３
年

５
組
、
令
和
４
年
３
組
、
令
和
５
年
２
組
、

令
和
６
年
９
組
。
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
、

令
和
元
年
27
人
、
令
和
２
年
16
人
、
令
和

３
年
16
人
、
令
和
４
年
14
人
、
令
和
５
年

13
人
、
令
和
６
年
は
６
人
。

　

村
に
20
代
、
30
代
の
女
性
が
い
な
い
と

感
じ
る
が
、
村
長
の
見
解
は
。

村　

長

　

若
い
皆
さ
ん
の
減
少
傾
向
は
事
実
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

質　

問

　

少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
出
生
数
の

増
加
に
つ
な
げ
る
戦
略
は
何
か
。

総
務
課
長

　

効
果
的
な
戦
略
が
見
え
な
い
中
で
、

で
き
る
こ
と
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と

で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

質　

問

　

共
働
き
で
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
。

女
性
に
も
収
入
が
な
い
と
子
ど
も
が
つ
く

れ
な
い
。
そ
う
い
う
兆
候
が
出
て
い
る
。

　

村
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
※
解
消
の
村
」
を
打
ち
上

げ
た
ら
ど
う
か
。

村　

長

　

で
き
る
こ
と
を
全
て
取
り
組
ん
で
い
か
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村　

長

村　

長

質　

問

質　

問

村　

長

村　

長
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
は
ど
う
な
る
の
か

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

生
ま
れ
て
く
る
子
供
を
増
や
す
に
は

質　

問

村
が
物ぶ

っ
し
ん心

と
も
に
豊
か
に
な
り

　
　
　
子
供
が
増
え
る
た
め
に
何
が
必
要
か

丸 

山　

邦 

久  

議
員

◀一般質問
　会議録

総
務
課
長

総
務
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

産
業
企
画
室
長

産
業
企
画
室
長

産
業
企
画
室
長

質　

問

質　

問

村　

長

※
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
と
は
…
男
女
の

性
差
に
よ
っ
て
生
じ
る
格
差
の
こ
と
。
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～
安
心
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育
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で
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～
安
心
し
て
子
育
て
で
き    

誰
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学
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続
け
ら
れ
る
～

誰
も
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学
び
続
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ら
れ
る
～

誰
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暮
ら
し
や
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持
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持
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可
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村
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住所：長野県下高井郡
　　　木島平村大字上木島1762
TEL：0269（82）2041
FAX：0269（82）4020
E-mail:
kouminkan@vill.kijimadaira.lg.jp

公民館運営審議会
（社会教育委員）

木島平村公民館では「誰もが暮らしやすい持続可能な村～安
心して子育てでき　誰もが学び続けられる～」をテーマとし
て、さまざまな活動を計画しています。
ここに紹介する皆さんは、今年度公民館活動の様々な分野

で、お力添えをいただく方々です。
一年間、よろしくお願いいたします。（敬称略）

公民館専門部員

委
員
長

　
丸
　
山
　
孝
　
治

副
委
員
長

　
山
　
本
　
隆
　
樹

委
員

　
瀧
　
澤
　
桂
　
子

　
白
　
川
　
い
つ
子

　
萩
　
原
　
由
　
美

公民館報編集委員
委
員
長

　
池
　
田
　
千
里
子

副
委
員
長

　
山
　
本
　
優
　
子

委
員

　
平
　
野
　
大
　
輔

　
梅
　
嵜
　
舞
　
子

　
芳
　
川
　
富
久
美

　
辻
　
村
　
安
　
江

　
芳
　
川
　
　
　
桃

公民館図書委員

委
員
長

　
三
　
井
　
佑
　
馬

副
委
員
長

　
竹
　
鄭
　
　
　
信

委
員

　
芳
　
川
　
彰
　
仁

　
西
　
澤
　
　
　
透

　
森
　
　
　
冬
　
華

　
川
　
口
　
茉
　
奈

１年間１年間公民館活動を公民館活動を
　よろしくお願いします　よろしくお願いします

会
長

　
小
　
林
　
洋
　
一

委
員

　
高
　
橋
　
む
つ
枝

　
岡
　
田
　
恵
　
美

　
福
　
地
　
恭
　
子

　
小
　
松
　
久
　
人

　
西
　
澤
　
仁
　
美

　
髙
　
山
　
晶
　
伍

スポーツ推進委員

委
員
長

　
滝
　
沢
　
良
　
一

副
委
員
長

　
岩
　
井
　
眞
里
子

委
員

　
外
　
山
　
珠
　
代

　
佐
　
藤
　
富
喜
子

　
山
　
﨑
　
智
恵
美

８月の夏まつりの様子８月の夏まつりの様子
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２
０
２
５　

２
０
２
５　

「
ス
テ
キ
な
カ
ラ
ダ
を

「
ス
テ
キ
な
カ
ラ
ダ
を

つ
く
り
ま
専
科
」

つ
く
り
ま
専
科
」のの
ご
案
内

ご
案
内

　

生
涯
学
習
健
康
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
健
康
増
進
を
目
指
し
て
「
ス
テ

キ
な
カ
ラ
ダ
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
！
」

①
太
極
拳　
　
　

６
月
６
日
・
13
日
【
金
曜
日
・
全
２
回
】

　
　
　
　
　
　
　
（
５
月
に
２
回
開
催
済
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

②
ピ
ラ
テ
ィ
ス　

７
月
４
日
・
18
日

　
　
　
　
　
　
　

８
月
１
日
・
８
日
【
金
曜
日
・
全
４
回
】

③
ヨ
ガ　
　
　
　

９
月
12
日
・
26
日

　
　
　
　
　
　
　

10
月
10
日
・
24
日
【
金
曜
日
・
全
４
回
】

④
ボ
デ
ィ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　

11
月
７
日
・
21
日

　
　
　
　
　
　
　

12
月
５
日
・
12
日
【
金
曜
日
・
全
４
回
】

《
日
　
時
》

　
　
　

①
③
19
時
～
20
時
30
分

　
　
　

②
④
19
時
～
20
時

《
場
　
所
》
農
村
交
流
館

《
受
講
料
》
１
回
に
つ
き
５
０
０
円
（
太
極
拳
の
み
無
料
）

【
申
込
み
】

各
講
座
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
生
涯
学
習
係
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
６
９
（
82
）
２
０
４
１

　

生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
築
き
、
仲

間
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拡
大
を

目
的
に
「
健
康
麻
雀
の
集
い
」
を
開
講

し
ま
す
。

　
「（
お
酒
を
）飲
ま
な
い
」「（
た
ば
こ
）

吸
わ
な
い
」「（
物
を
）
賭
け
な
い
」
で

楽
し
く
行
い
ま
す
。

〇
日
　
時　

年
間
を
通
し
て
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　

10
時
か
ら
16
時

〇
会
　
場　

農
村
交
流
館
研
修
室

〇
参
加
費　

無
料

〇
そ
の
他　

�

初
心
者
講
習
会
は
行
い
ま

せ
ん
が
、
お
気
軽
に
会
場

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
し
込
み
は
公
民
館
事
務
局

　

☎
０
２
６
９
（
82
）
２
０
４
１

　
《
す
こ
し
で
も
英
語
を
話
し
て
み
た

い
！
》《
文
法
か
ら
で
は
な
く
話
し
な

が
ら
英
会
話
を
学
び
た
い
！
》
と
い
う

大
人
の
方
（
学
生
不
可
）
を
対
象
に
開

講
し
ま
す
。

〇
日
　
時　

毎
月
１
回

　
　
　
　
　

第
２
ま
た
は
第
３
金
曜
日

　
　
　
　
　

19
時
45
分
か
ら
21
時
15
分

〇
会
　
場　

農
村
交
流
館
研
修
室

〇
参
加
費　

１
回
５
０
０
円（
教
材
含
む
）

〇
講
　
師　

ロ
ス　

ジ
ャ
ス
テ
ン
先
生

              　
　
　
　
（
中
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

※�

基
本
の
挨
拶
・
道
案
内
の
仕
方
な
ど

身
近
な
話
題
で
楽
し
く
英
会
話
を
学

び
ま
す
。

※
参
加
申
し
込
み
は
公
民
館
事
務
局

　

☎
０
２
６
９
（
82
）
２
０
４
１

「
健
康
麻
雀
の
集
い
」

　
　
　
　
参
加
者
募
集

　
　
　
　
参
加
者
募
集

「
大
人
の
楽
し
い
英
会
話
」

　
　
　
　
参
加
者
募
集

　
　
　
　
参
加
者
募
集

挨
拶
か
ら
始
め
る

（
民
生
課
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
）

ボディコンディショニング ピラティス 太極拳

生
涯
学
習
健
康
講
座
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人
権
意
識
の
高
揚
を
め
ざ
す
ポ
ス
タ
ー
展

　

昨
年
度
の
優
秀
作
品
を
紹
介
し

ま
す
。
学
年
は
、
令
和
６
年
度
応

募
時
の
も
の
で
す
。

〈
優
秀
賞
〉

　

小
林
陽ひ

な
た向

さ
ん
（
２
年
）

　（
中
学
生
の
部
）

　

第
19
回
み
ゆ
き
野
の
風
景
画
展
が
、
４
月

19
日
か
ら
５
月
10
日
ま
で
、
中
町
展
示
館
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
村
内
外
か
ら
、
毎
日
多
勢
の
方

が
来
館
さ
れ
、
水
彩
、
油
彩
等
、
様
々
な
方

法
で
表
現
さ
れ
た
四
季
折
々
の
み
ゆ
き
野
の

風
景
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
29
日
に
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
の
井い

ば
た端
伸
介
さ
ん
は
講
評
の
中

で
「
全
体
を
通
し
て
、
み
ゆ
き
野
の
自
然
の

美
し
さ
、
地
域
へ
の
愛
着
が
感
じ
ら
れ
た
。

ど
の
作
品
も
作
者
の
鋭
い
観
察
力
と
深
い
感

性
に
溢
れ
、
み
ゆ
き
野
の
四
季
折
々
の
美
し

さ
、
地
域
の
息
遣
い
が
い
き
い
き
と
表
現
さ

れ
て
い
た
。」
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
作
品
11
点
う
ち
３
点
を
紹
介

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◇
木
島
平
村
長
賞

　
「
秋
惜
し
む
木
島
の
里
」

　
　
　
　
　
　
　

清
水　

寿
一
（
長
野
市
）

◇
木
島
平
村
教
育
長
賞

　
「
阿
弥
陀
堂
へ
続
く
坂
道
」

　
　
　
　
　
　
　

福
島
真
理
子
（
飯
山
市
）

◇
木
島
平
村
公
民
館
長
賞

　
「
春
よ
来
い
」　

土
屋　

真
人
（
木
島
平
村
）

み
ゆ
き
野
の
風
景
画
展

み
ゆ
き
野
の
風
景
画
展

第19回第19回

多
数
の
力
作
が
そ
ろ
い
ま
し
た

多
数
の
力
作
が
そ
ろ
い
ま
し
た

〈優秀賞〉
　白川柚

ゆずほ

帆さん（２年）
〈優秀賞〉
　山﨑結

ゆいと

人さん（１年）

〈優秀賞〉
　湯本伊

い さ な

沙奈さん（１年）

木島平村公民館長賞「春よ来い」 木島平村教育長賞「阿弥陀堂へ続く坂道」 木島平村長賞「秋惜しむ木島の里」

〈
優
秀
賞
〉

　

丸
山
ゆ
ず
果か

さ
ん
（
１
年
）
〈
優
秀
賞
〉

　

竹
内
鉄て

つ
ろ
う郎

さ
ん
（
１
年
）
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今月の一冊

図書館だより図書館だより

☆児童図書児童図書☆

☆新着図書新着図書☆

ちっちゃな図書館 往郷911-7若者センター内　☎82-3111(内線206)　月曜日休館
開館時間・平日9時～17時45分／土日祝8時30分～17時15分

公民館図書委員 芳川富
ふ く み

久美

なんとなく、この題名に引き寄せられ、本を開いてみました。
原っぱに５つのカプセルがあり、その中には小さなオニが住んで

いました。
５ひきはまいにち外に出ては「なんてすばらしいけしきなんだ」

とみとれていました。
見ているだけでは物足りなくなってある日、それぞれいちばんす

きなものを取ることにきめました。
「太陽」「空」「大地」「月」「海」、それぞれカプセルにしまいこみ、

とても大事にしました。 でも、小オニたちは【大切なこと】に気
づきます…

進化、変化ばかりにとらわれている中で、私たちも小オニたちの
ように、 大切なことに気づくことができているでしょうか？

子どもたちにどう伝えていけばよいのでしょうか？
本のあとがきには 宇宙飛行士 毛利 衛さんの言葉があります。
是非、読んでみてください

「
雪
解
け
遅
か
っ
た
け
ん
ど
、
田
植
え

は
い
つ
も
ど
お
り
だ
で
な
。」

雪
解
け
は
遅
か
っ
た
け
れ
ど
、
田
植
え

の
（
時
期
）
は
、
例
年
通
り
で
す
ね
。

「
へ
え
、
と
ー
ど
し
ょ
た
の
ん
で
、
田

ん
ぼ
や
っ
て
も
ら
う
段
取
り
し
ね
く

ち
ゃ
な
ん
ね
え
な
。」

も
う
、お
手
伝
い
さ
ん
達
を
頼
ん
で（
お

願
い
し
て
）、
田
植
え
を
手
伝
っ
て
い

た
だ
く
段
取
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
な
。

「
子
ど
も
達
に
も
苗
ぶ
ち
し
て
も
ら
わ

に
ゃ
、
手
た
ん
ね
え
な
。」

子
ど
も
達
に
も
苗
ぶ
ち
（
田
植
え
の
途

中
で
植
え
る
苗
が
終
わ
る
の
で
、
そ
の

補
給
の
た
め
の
苗
の
束
を
投
げ
て
も
ら

う
こ
と
）
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、（
手

伝
い
の
）
人
数
が
足
り
な
い
な
。

「
そ
し
た
ら
、
え
っ
ぺ
こ
び
り
用
意
し

と
か
ん
じ
ゃ
え
げ
ね
な
。
う
ん
め
え
お

ご
っ
つ
ぉ
作
る
で
。」

そ
う
す
れ
ば
、た
く
さ
ん
軽
い
食
事（
煮

物
な
ど
）
を
準
備
し
な
け
ば
な
ら
な
い

な
。
お
い
し
い
ご
馳
走
作
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
　

シ
リ
ー
ズ
　
木木おお

島島らら

平平ほほ

のの
方方こ
と
ば

こ
と
ば言言
⑩⑩

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

社
し ゃ か い

会のしくみ図
ず か ん

鑑（おおつかのりこ） いろいろたべもの（内
う ち だ

田有
ゆ み

美）
なにができる？（キボリノコンノ）

『５ひきの小
こ

オニが
きめたこと』
サラ・ダイアー／作

 毛
も う り

利  衛
まもる

／訳

なぜ働いていると本が読めなくなるのか（三宅香
か ほ

帆）　それ、すべて過緊張です。（奥田弘
ひ ろ み

美）
考古学者だけど、発掘が出来ません。多忙すぎる日常（青山和

か ず お

夫 他）　昭和100年地図帳（平凡社）
「だれにも言っちゃだめだよ」に従ってしまう子どもたち（櫻井鼓

つつみ

）　大人のごきげん独学術（みおりん）
ことわざ探検のススメ（時田昌

ま さ み ず

瑞） 僕には鳥の言葉がわかる（鈴木俊
と し た か

貴） 姿勢のゆがみ図鑑（柴雅
ま さ ひ と

仁）
人生はDIY（なつこ） 樹木医がおしえる木のすごい仕組み（瀬尾一

か ず き

樹） Ｃ線上のアリア（湊かなえ）
風樹の剣，降

ご う ま

魔の剣（北方謙
け ん ぞ う

三）　目には目を（新
し ん か わ

川帆
ほ た て

立）　腕が鳴る（桂望
の ぞ み

実）　熟
じ ゅ く し

柿（佐藤正
し ょ う ご

午）
ディア・オールド・ニュータウン（小野寺史

ふ み の り

宜）　菜食主義者（ハンガン）
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5/21㈬ 〇安心買い物ツアー

５/28㈬ 〇ふれあいランチ

６/４㈬

○心配ごと相談
　 （相談員…人権擁護委員）
〇集まろう！
　通いの場「ピース」

６/11㈬ 〇ふれあいランチ

６/18㈬

○無料法律相談
　 （相談員…長野県
　 弁護士会派遣弁護士）
〇安心買い物ツアー

６/19㈭ 〇集まろう！
　通いの場「ピース」

６/25㈬ 〇ふれあいランチ

社協の予定社協の予定
5/15 ～ 6/30

ご協力をお願いしますご協力をお願いします

〇一世帯　１，２００円

・�地域に密着した地域福祉活動のため、
社協会費の納入にご協力をお願いし
ます。

※�納入につきましては、各地区社協支部長を通
じてお願いとチラシの配布をさせていただき
ます。ご理解とご協力をお願いします。

・�日本赤十字社では、皆さまからご協
力いただいている活動資金で国際救
援活動、血液事業や奉仕団のボラン
ティア活動を行っています。

〇寄付金　一世帯あたり概ね300円
〇会　費　2,000円以上の個人
〇協力会員　500円以上の個人

福祉車両、貸出します福祉車両、貸出します
出かけたいところはありませんか？出かけたいところはありませんか？
車いすでのお出かけをサポートします車いすでのお出かけをサポートします

　木島平村内にお住いの方で、車いす等　木島平村内にお住いの方で、車いす等
を使用しなければ外出（通院・買い物等）を使用しなければ外出（通院・買い物等）
が困難な方のために福祉車両の貸出しをが困難な方のために福祉車両の貸出しを
行っています。行っています。
　簡単なリモコン操作で車いすに乗った　簡単なリモコン操作で車いすに乗った
まま乗り降りをすることが出来ます。まま乗り降りをすることが出来ます。

社協会費 日赤活動資金

福祉車両以外にも備品等の貸出しも行っています。お気軽にご相談ください。

ボッチャ スカットボール モルック 麻雀

貸出車両　ホンダNボックス、ダイハツハイゼット
利用料金　無 料　※ただし、燃料費（1kmあたり20円）は自己負担です。
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「安心買い物ツアー」「安心買い物ツアー」

移動中の不
安などがあ
りましたら、
ご相談下さ
い。安心し
て買い物が
できる手助
けをさせて
いただきま
す。

●
楽
し
み
な
が
ら
運
動
を
！
●

●
楽
し
み
な
が
ら
運
動
を
！
● 実施主体　木島平村社会福祉協議会

月 開催日 申込締切日
６月 ６月18日㈬ ６月16日㈪
７月 ７月17日㈭ ７月14日㈪
８月 ８月21日㈭ ８月18日㈪
９月 ９月17日㈬ ９月12日㈮
10月 10月16日㈭ 10月10日㈮
11月 11月19日㈬ 11月17日㈪
12月 12月18日㈭ 12月15日㈪
１月 １月21日㈬ １月19日㈪
２月 ２月19日㈭ ２月16日㈪
３月 ３月18日㈬ ３月16日㈪

「
安
心
買
い
物
ツ
ア
ー
」年
間
予
定
表

今年度も社協と住民ボランティアで〝安心買い物今年度も社協と住民ボランティアで〝安心買い物
ツアー〟を実施します。買物はもちろん、気分転ツアー〟を実施します。買物はもちろん、気分転
換や運動不足解消の機会にご利用ください。換や運動不足解消の機会にご利用ください。

令和
７年度

【４月９日】
・ごはん
・サバの味噌煮　
・いろどり
・�ほうれん草と塩昆布
の和え物
・ひじきの炒め煮
・付け合わせ（ブロッコ
　 リー・ミニトマト）

・一人暮らしの高齢者、障がい者
・高齢者、障がい者のみの世帯
・昼間、高齢者、障がい者のみとなる世帯

対象となる方は下記のとおりです

栄養豊富な手作りお弁当
はいかがですか？
ご利用を希望される方
は、社協 尾澤までご連
絡ください。
調理にご興味のある方、
配達にご協力いただける
方、是非ご協力ください。

第２、４水曜日を活動日
とし、地域ボランティア
の協力のもと配食サービ
スを行っています。
　１食：４００円
昼食のみ（11時～12時の
間にお届けします）

ふれあいランチだより

■時間：９：00～11：45　
■対象：村内在住の方。
■送迎：ご自宅までお迎え
　　　　に伺います。
■行先：ベイシア飯山店
　　　　/カインズホーム店
■参加費：300円
■お申込み：お電話でお申込みください。
■その他：食品管理にご注意ください。
必要に応じて保冷バッグ、エコバッグのご用意をお願いします。
お電話でお申し込みください　電話：82-4888（担当：山本、尾澤）

【４月2３日】　
・菜の花ちらし　
・チキン南蛮
・�豆腐と大葉の塩昆布
和え　
・うどのごま和え
・�じゃが芋のだしバタ
醤油炒め

保
育
園
へ
手
作
り
刺
し
子
贈
呈

な
ご
み
サ
ー
ク
ル
に

通
う
参
加
者
が
、
園
児

の
為
に「
刺
し
子
布
巾
」

を
作
り
ま
し
た
。

布
巾
に
は
、
お
ひ
さ

ま
保
育
園
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
太
陽
や
お
花
な

ど
か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト

が
刺
繍
し
て
あ
り
ま

す
。4

月
25
日
、
出
来
上
が
っ
た
布
巾
を
持
っ
て
園
を
訪
問
し
、
園

児
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

か
わ
い
い
園
児
た
ち
に
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
、
心
和
む
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
ご
み
サ
ー
ク
ル
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
形
で
地
域
と
の

交
流
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●運転ボランティア　社協、役場の公用車を運転していただきます。
●買い物同行　必要に応じた買い物のお手伝いをしていただきます。

買い物支援ボランティア募集買い物支援ボランティア募集
買い物先への送迎をご協力いただける方、一緒に同行して
いただける方を募集します。



こんにちは赤ちゃん

　  ４   . ４         柳久保　　 小松　世
せ な

奈  　（鉄
てっぺい

平・真
ま な

那）

       誕生日　　  集　落　　　　氏　　名         　   父・母

 

 山田  吏
り つ

紡くん
 我が家の

 令和４年 11 月 21 日生まれ

（柳久保区/裕
ゆ う や

也さん・郁
あやな

奈さん）

２歳くらいのお子さんを大募集！掲載されたご家庭に
は、ふう太ネットでの放送を収録したDVDまたはBD
のどちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。詳
しくは政策情報係（内線114）までご連絡ください！

世帯と人口 ５月 1 日現在
（令和２年国勢調査に基づく推計値）

1,929（-7） 2,067（-2） 3,996（-9）1,524（+2）

　

パ
ズ
ル
や
三
輪
車
で
遊
ぶ
こ
と
が

好
き
な
吏
紡
く
ん
。

　

自
分
で
の
着
替
え
や
ト
イ
レ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

自然劇場

◆令和７年 ５月 15 日（毎月 1 回発行）　　◆有限会社 高錦堂印刷所

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914 番地６  ☎ 0269（82）3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/

５月掲載承諾分動きの人人人人
※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載
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ごめいふくをお祈りします

 

木島平村と LINE でつながりませんか

【登録者数 2,000 人間近！】

　村の防災や子育て、イベント情
報などホットな話題を迅速にお届
けします。

村
長
ひ
と
こ
と
（
108
）

神
の
見
え
ざ
る
手

　

売
り
手
は
自
分
の
商
品
を
で
き
る
だ
け
高
く
売
り
、
よ
り
多

く
の
利
益
を
得
た
い
と
考
え
、
買
い
手
は
同
じ
品
質
な
ら
少
し
で

も
安
く
買
い
た
い
と
考
え
ま
す
。
高
く
売
っ
て
暴
利
を
得
よ
う
と

す
れ
ば
安
く
売
る
人
が
出
て
値
下
げ
し
ま
す
。
安
く
買
い
た
け
ば

商
売
が
成
り
立
た
ず
、そ
の
商
品
は
市
場
か
ら
消
え
て
い
き
ま
す
。

世
の
中
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
買
い
手
と
売
り

手
の
思
惑
が
一
致
し
た
と
こ
ろ
で
自
然
に
値
が
決
ま
り
売
買
が

成
立
し
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
神
の
見
え
ざ
る
手
で
す
。　

　

適
正
な
価
格
で
あ
れ
ば
双
方
に
利
益
が
あ
り
ま
す
。
売
り
手

は
一
定
の
利
益
を
得
て
商
売
が
継
続
で
き
、
買
い
手
は
使
用
し

た
り
消
費
し
た
り
す
る
こ
と
で
代
金
に
見
合
っ
た
満
足
感
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、条
件
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

悪
意
と
情
報
の
偏
り
が
な
く
、
対
等
な
立
場
で
売
り
買
い
で
き

る
こ
と
で
す
。
詐
欺
や
催
眠
商
法
で
は
成
立
し
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
人
が
欲
し
が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
数
量
が

少
な
け
れ
ば
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
神
の
手
が
価

格
を
押
し
上
げ
、
買
い
手
を
困
惑
さ
せ
ま
す
。
今
の
米
価
格
で

す
。
売
り
手
で
あ
る
農
家
も
困
惑
し
て
い
ま
す
。
消
費
者
は
高

す
ぎ
る
な
ら
米
以
外
の
も
の
を
と
考
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

生
産
者
は
、
暴
利
を
得
る
よ
り
、
将
来
と
も
経
営
が
維
持
で
き

る
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
適
正
な
価
格
で
売
り
た
い
と
考
え
て
い

る
は
ず
で
す
。

　

農
産
物
が
消
費
者
に
届
く
ま
で
に
は
集
荷
や
保
管
、
調
整
、

輸
送
な
ど
、
様
々
な
段
階
が
あ
り
、
そ
の
コ
ス
ト
に
も
神
の
手

は
働
い
て
い
ま
す
。
高
騰
の
原
因
が
流
通
に
あ
る
の
か
、
そ
も

そ
も
量
が
足
り
な
い
の
か
。
た
だ
言
え
る
の
は
、
土
地
利
用
型

農
業
に
は
面
積
と
い
う
限
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
足
り

な
い
か
ら
増
や
せ
と
言
わ
れ
て
も
簡
単
に
増
や
せ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　  ４   . ７          平　沢     　浦山　幸
ゆ き お

男　　  （69）
　  ４   .13          栄　町     　佐藤 のぶ子　　（102）
　  ４   .24          和　栗     　松田　美

み わ

和　　    （96）
　  ４   .24          山　口     　丸山　  榮

さかえ

  　　    （81）
　  ４   .27          西　町     　祢津　花

は な こ

子　　   （99）
　  ４   .29          山　口     　丸山　  巖

いわお

　　     （90）

木
島
平
村
長　

日
䑓　

正
博
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